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序章 悪魔学発生の素因となった異端概念の沿革
ヨーロッパに於ける異端概念の発生は最も古く，初期キリスト教に対する異
説．その他諸々の論談に対しては全て異端とみなされていたのである。その中でも
特に偏狭なユダヤ教的キリスト教の系統をもつエビオニート (1-4世紀の間に栄
えたユダヤ系キリスト教徒の一派）を挙げることができるが， 2世紀にはグノージ
ス派， 3世紀にパウル派，マニ教の発生をみることができるのである。しかし4世
紀になると，キリスト教会にとっては重大な異端としてアリウス派が登場し，この
派は従来のユダヤ教的なものとか，ギリジア哲学のゾロアスター教的なものとは全
く異質なものとして，正統派のアタナツウスによって代表されたキリスト教三位一
体説を根底から覆そうとしたことである。皇帝コ‘ノスクソティヌスは 325年ニカイ
アに世界的宗教会議を開き，アリウス派を異端と断定したのである。それ以来国家
権力は宗教問題にも干与するようになり，異端者は宗教的な処置の外に，国家権前
力による法律的な処分まで受けねばならなくなったのである。このようなことは
以には全くみられなかったことで，まさに画期的な変化といわなければならないも
のである。その後もキリスト教会内の異端は引きもきらず， 5世紀のネストリウス
派と続くが，これは主に東ヨーロッパを中心として活躍したもので，その理由は東
方にギリジア哲学の伝統が強かったこともあり，また西方ではローマの法律思想が
著しい影評を与えていたからである。西ヨーロッバではローマ・カトリック教会が
アウグステイヌス神学による教義の統一を基礎に揺ぎも しない基盤を固めていたた
め，異端の多くは取るに足りない存在だったのである。しかし中世も中頃になる
と，東方からマニ教の流れを汲むカタリ派が現われ，引き続きワルド派のオ台頭をま
ねくが，それに対し，教会側は十字軍を起し，更に永続的な異端の取締り要網が，
1229年に教会の手による宗教会諮で可決されたのである。もっともその以前から
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世俗的な君主たちが勝手に異端者たちを処罰した形跡は十分あるが，正式にロ ー
マ・カ トリック教会が異端に対する追求を制度化させたのは13世紀に入ってからで
あり，特にキリスト教がローマ帝国と合体してからは，異端禁圧も国家的なものと
なり，時の皇帝テオドジウスは“異端..を死に値する重罪とみなしたのである。し
かしその当時教会は異端者の処刑を認めず，単に罰金や財産没収，追放，笞刑だけ
を認めていたに過ぎないのである。後に異端追求のために必然的に成立された宗教
裁判所も，実際にその公的機関としての役目を果たすようになったのは11世紀以降
のことで，フラソス王ロベール2世（在位996-1031)が1017年オルレアンに於て13
人の異端者を焚刑に処したのが初めといわれるが，その後世俗の権力者による異端
の弾圧は次第に一般化され，むしろ教会側の要請するところとなっていったのであ
る。またカタリ派の普及と同時に，ワルト派，アルビジョア派の拾頭は教会にとっ
ても大きな刺戟となったことは言うまでもないことで1215年ラテラン公会議は異端
に対する処置を規定し，此の法令に叛く諸侯は，全て破門，領土没収をもって脅か
されたのである。当時の皇帝フリードリッヒ 2世は政治的な意味からも異端弾圧に
は熱心で，異端者糾問のためには拷問，抜舌，焚殺を公然と承認し，あまつさえ自
白強要の手段として拷問の正当化さえ容認していたのである。告発者については氏
名を厳密に隠蔽し，密告奨励に力を入れ，いわんや被告側にとっては弁設や弁明は
一切許可していなかったのである。以上のよ うに異端者追求のための政策が，宗教
裁判という名の制度として確立されたのはフリードリッヒと同時代の教皇グレゴリ
ウス 9 世（在位1227~41) の時で，彼は異端の探索審問を世俗の権力者だけに依頼
させて置くことを欲せず，己の直轄下に重要諮問機関の一つである教皇庁の宗教裁
判所を設けたのである。此の機関はその後，後継教皇たちの手によって潮次強化さ
れ，全西欧教会に対して君臨する各教皇の行政権，及び司法権の強化を保進させて
いったのである。なお宗教裁判所の審問官については最初ドミニコ会托鉢修道士が
独占的に審問官の地位を占めていたが，後にはフランチェスコ会をはじめとする他
の托鉢修道士を審問官に任命されるようになり，司教との連帯的協力は異端の禁圧
にいっそう拍車をかける結果となったのである。かつてはいっかいの托鉢修道士で
あった彼等も，ひとたび審問官としての地位におさまるや専門家としての俊位を直
ちに合法的な手段で各地を巡察し，いたるところで無法としか言いようのない法廷
を開催し，異端糾問の独断的な審理を展閉するに至ったのである。
宗教裁判は本来，ただ罪に対して懲罰を宜告するだけの法廷（教会は血を欲せ
ず）で，刑の執行は全て世俗IJ)裁判所でとり行なわれていたのである。ョーロッパ
の14世紀から 17世紀に至る中世暗黒時代は，政治，経済，宗教と様々な怪物が，
“異端”の幻想を益々累較させたことは事実であり，その評価は様々であるが， 1,ヽ
ずれ中世も中頃になると，教義上の異端もその性質を変貌させ，異端の概念も恣に
拡大されるようになったのである。そのため腐術はもとよりあらゆる不服従に至る
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まで異端糾問の対象とされ，宗教裁判所の恐怖はヨー ロッパ全土を席捲するまでに
なったのである。特にドイツ，フランス，イタリアに於てはその猛威も一段と激し
く，なかでも15世紀末にスペインで行なわれた異端審問の実例をみると，国家組織
と して設立された宗教裁判所 • 長官（初代長官 ， トマス・トルケマダ： 14'20~98) 
を戴く戦慄すべき異端審問機関は，新教徒の迫害，弾圧に前例をみないほど峻烈さ
において冷酷無惨を極めたのである。
1485年教皇インノケンティウス八世が腐術禁圧に関する勅書を布告した。続い
てドミ ニコ会士ヤコブ ・ジュプレンゲル：ハイソリッヒ ・クラソメル（ラテン名：
インスティトリス）共著の Maleusrnaleficarurn ; 1487年＜眺女への鉄槌＞が公
刊されると，益々異端禁圧の風潮も激化され，従来の妖術に対する内容も一段と変
化したため，教会側にとっては最も安易な魔女産業で教会経済を賄うようになって
いったのであるが，これはまさしく血を金貨に変えるいまわしい煉金術となったの
である。
悪魔学概論
腐法の歴史に於ても，白艇術，黒魔術，巫術，占術，幻惑術と枚挙にいとまが
ないほど多種のものがあるように，中世の転換期に於ける俗信的腐女伝説も，異教
時代の未分化的社会の通例として，当時のゲルマン系社会では他の原始諸民族と同
様に，善悪に関する種々のデモンの存在についてかたくなに信じられ，しかも彼等
がキリスト教に帰依して以後も，依然デモ‘ノの存在は民間の根強い信仰のなかで生
きていたのである。然るに異端に対する妖術問題も1550年頃を境に一段と激しくな
り，同時にこれらの妖術使いたちを狩り尽くそうとする一般的な世論の気運が生じ
てきたことも否定できない事実なのである。その要因は妖術問題に関する初期の悪
魔学者たちの著作が世俗一般にも流布されるようになってきたためであり，また妖
術に関する著作の多くはラテン語で書かれていたため，初めは特定の人々にしか読
まれなかったのであるが，まもなくこれらの著書は翻訳され， ドイツでは1517年，
イタリアでは1523年，スペイ ンでは1539年と，それぞれ第一線の著者たちの作品が
続々と公刊されていったのである。しかし，なかには原稿のまま長く保存されたも
のもあり， 1455年の ドイツの例や， 1460年のフランスの場合などを挙げることがで
きるが，一方イソグランドに於ては，当時異端者迫害の図外にあったため，悪腐学
に関する著作が現われてくるのは16世紀の末頃になるのである。
これら中世の著述家であった神学者や悪腐学者にとって関門とされていたのは，
司教法令集 (Capitulumepiscopi)で，この教会法では腐女や妖術使いがダイアナ
（ギリシア神話の女神）のように空中を飛翔するなぞということは全くの迷信であ
ると断言し，かつまた眺女の実存についての議論など論外であるとしていたからで
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ある。しかし，教会の神学者や裁判官たちは眺女（異端者）の迫害に先立ってこの
ような論旨が教会内にあるのは全く不都合で，即座に破棄されねばならないものと
考えていたのである。そのため多くの鬼神学者や聖職者たちが，この教会法を粉砕
するために三項より成り立つ教条を創り挙げたわけであるが，それは以下のような
ものだったのである。
（第 1項） 今日の魔女は司教法令集内で規定されているようなものとは全く異
質な存在である。
（第 2項） 司教法令では公会議の決定を束縛する権限はない。
（第 3項） 当教会法の保護から，‘‘腐女”たちは除外されねばならない。
尚，後にはアルフォンスス・デ・スピナ (Spina)が“魔女”に対して大規模
な迫害を行なうに当たっては，必ずしも司教法令集が根拠とするような事項は見当
たらないという第4項目の教条を付け加えたこともあり，また妖術や眺術を全て有
罪と断じた教王の大勅書布告によって，これら体制者陣営の仕事は容易なものとな
ってきたのである。
何故ならば教王の大勅書はその後，グレゴリウス 9世 (1231),アレクサ‘ノドル
4世 (1258), ヨハネス22世 (1320),イソノケンティウス 8世 (1484),ユリウス 2
世 (1504), レオ10世 (1521), アドリアヌス 6世 (1523)等の手によって継承され
ていったため，異端糾問の論争はその頂点に達したのである。その結果，異端，即
ち ‘腐女＂たちは悪腐との契約により“神＂を否定した者とされ，それはとりもな
おさずローマ ・カトリック教会をも否定するものであると結論づけられたのであ
る。以上のような経緯から悪魔学者の労作に，腐女のサバト（夜宴）〔悪眺と腐女の
器宴〕なるものの姿が現われてくるのであるが，この理論も結果としては，被告
（臆女）から強制的に自白を供述させるための訊問手段を，異端審問官のために用
意してやることに外ならなかったのである。後に審問官たちは被告の自白供述書
に，更に想像力と一層念入りな工夫を用いて，最後の仕上げを施すことになるので
あるが，それは後のことで，初期の著述家の一人であるヨハネス ・ニーデル (Nide-r,
Johannes)は1435年頃，魔女についての著書を公刊したが，サバトについての記述
はなく， 1450年頃になって初めてフランスのサヴォワ地方の著述家によって紹介さ
れたのである。その後， 1510年になるとベルナルド・デ・コーモ (Como,Bernard 
de)によってサバトの詳細な仕上げが行なわれ，1521年にツルヴェステル ・プリニ
リアス (Prierias,Sylvester) によって悪魔学の重要な位習を独占するようになっ
たのである。また1536年にはパウルス ・グリラソドゥス (Grillandus,Paulus)が
“黒弥撤”〔悪魔的性愛ミサ〕についての示唆を行なうと，やがて後世の作家たちが
この話に途方もない肉付けをするようになるのであるが，このように一連の妖術が
フラソスに涵入された主な原因をペトルス・マモール (Mamor,Petrus)は，百年
戦争の際，外国人によって持ち込まれたものであると述べていることである。いず
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れにしろ異端糾問の脱女狩りが激しくなってくると，悪廊の所業もほぽ定形化され
てきたことは事実であるが，またかくの如く腐女糾問時代に大勢の知識人が，この
幻想的な迷信を賛美する方向にあった時に，少数ではあったが，此の悪徳に敢然と
挑戦した良識ある著述家を見落とすことはできないことである。しかし，それも限
定され， 1550年以前には，多少ではあるが公然と教会に対して反論することも可能
であったが，1550年を境に反対陣営は全く死の沈黙に落ちいってしまうのであ
る。何故ならば．恐怖と死が，最も悲惨な事態を将来させていたからである。
しかし，その少数である人道上の英雄たちをしいて例挙するならば， 1500年頃
公刊された「呪術の完全な破壊に関する対話」の著者であるフラ‘ノスの医師ジャム
ポリオ‘ノ ・ジャムヒ 二゜や同じく 1505年頃「訊問次第」を出したフラ｀ノシスコ派の修
道僧サムエル ・デ・カッジニ，その他1514年頃と推定される人物で， ミラノ公国の
法律家アソドレアス ・アルキアトゥス，そして最後に「腐女論」を著わしたジャ‘ノ
フラソセスコ・ポ‘ノツィビオであるが，彼等は絶大なる勇気を以て教会に対し，妖
術を含む異端審問に疑義を提起せしめたのである。
また当時の悪闊学者たちの持論であった妖術の概念にしても，腐術とか妖術と
かいうものは生起した結果が問題であったわけではなく，むしろいかにそれらの妖
術をもたらしめたかという点に重点が置かれていたわけであるから，たとえどのよ
うな条件にある被告でも，彼等（審間官）の理論を押しつけることは可能だったわ
けである。確かに中世も初期の頃においては， 市民法により “白眺術＂の術者は
“異端’の対象とはされていなかったのであるが．後期になり一度び異端のカテゴ
リー に “妖術＂が持ち込まれるや，たちまち以前の解釈はその姿を消してしま い，
なかでもドミニコ派の異端審問官ニコラス・エイメリック (14枇紀）を紙頭に，ニ
コラ ・ ジヤッキ工，ジャソ • ヴィニャチイ，ジロラモ ・ヴィスコ‘ノテイといった一
連の悪魔学者たちは， ドミニコ派の神学者トマス・アクィナスの＜教会を否定する
妖術使い (Jj;f女）の存在は可能である＞という論旨を後盾とし，益々異端撲滅の理
論を醸成して行ったのである。
以上のように教会側の異端審問官たちにとっても，絶えず異端弾圧に対する反
論に対処していなければならなかったわけで，そのため，ヨハネス・ニーデルやジ
ャソヴイニ ッチイ等はイソクブス (Incubus)〔男性夢魔〕についての疑問に大いな
る蘊菩を傾け，またニコラ ・ジャッキエも審問官のために糾問指遠書を，ジロラ
モ・ヴィスコンティも．拷問という脅迫だけで得られる自白供述書だけでも充分信
頼に値する有罪証拠であると述べ立てているほどである。その他スピナも不信心者
を対象として一冊の書物を公刊し，更にトマス ・ムルネルに至っては， 1499年に或
る神学者の妖術事件を単に自然の成り行きに帰したとして非難するほどになってい
たのである。
このように初期の妖術に関する著者たち (1550年以前）の後でも，彼等は異端
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の徒が説く邪教の特徴を更に，補足すると共に地方の裁判官たちにも，妖術に関す
る諏要な論拠を提供していたわけで，特に1580年から1620年にかけての多彩な学者
たちの浩翰な著作は悪眺学の体系をより一恩洗練させ，深めていったのである。し
かし，これらの学者が過去の休系にどれほどの肉付けをしようとも結局，結果とし
ては悪腐の実体を究明することは回避し，位詔女や妖術使いに対しての罪：嬰だけの問
題を論じていたに過ぎなかったようである。
次に挙げる有名な苦者たちも大方は前述の仲間に入るものであるが，彼等は後
期に於ける妖術関係の著者たちの一群でもある。
ジャ｀ノ ・ボダ‘ノ＜悪腐股きと妖術使い>De la demonomanie des Sorciers. 
Paris, 1580 
ペーテル・ビ‘ノスフェルト＜妖術にl紺する箕え書>Commentarius de Male疇
ficis. Koln, 1622. 
ペーテル ・ビンスフェルト＜眺女と悪人共の自白に就いて論ず> Tractatus 
de confessionibus maleficorum et Sagarum. Tveves, 1589. 
ニコラ・レミ＜魔神崇拝>Demonolatreiae Libri Tres. Lyon, 1595. 
マルタン ・アントワーヌ・デル ・リオく脱術探究＞全 6巻 Disquisitonum 
magicarum. Louvain, 1599. 
アソドレ ・デュツェズソくマルクソ・デル・リオの脱術論とその探索>Les 
controverses et recherches magiques de Martin Del Rio, Paris, 1611. 
ビニール・ド・ラソクル＜呪記と無信仰の不敬>L'incredulite et mecreance 
du sortilege, Paris, 1622. 
ルドヴィコ・マリア・シニストラーリく牡夢腐と牝夢腐の廃性について>De 
Daemonialitate et Incubis et Succubis. Paris, 1875. 
このように妖術の流行していた期間には以上の外にも類似書が数多く公刊され
たのであるが，その大部分は，議論集，小話，裁判記録，或いは個人的な経験に基
づく記録等で占められており，またこれらの著書のうち何点かは再版や他の書物へ
の引用によって多少はその影評力を後世に残すに至ったが，大半は何んの権威も示
さずに消え去ってしまったものなのである。
悪腐学者は架空の幻想で創りあげた“妖術”をあたかも現実に再現できるかの
ように書き続けていたのであるが，なかでもデル・リオの著作などぱ「腐女への鉄
槌」の内容を蒸し返しただけの代物にもかかわらず，後期の権威者たちにとっては
霊惑の泉とまで評価され，また最後の悪腐学者と言われるツニストラーリにして
も，自著悪腐慇き1700年版では悲腐の印に関する叙述をガッツオの著作1608年版か
ら引用し，ガッツオ自身もその叙述をデル・リオの著作1599年版から借用したに過
ぎなかったのである。その後も魔女の審理に立ち合った法律家や神学者，裁判官た
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ちのあくことを知らぬ街学的趣味は，魔女に関する概念を更にエスカレー トさせ，
遂には彼等自身の創りだした拷責による自白書から，全く荒唐無稽な代物を脚色す
るまでになっていたのである。
一方迫害を推進する側に立って動いていた迎中も絶えず反対陣営である自分の
附旅と生命すら危険に曝して反論する刃敢な一群の著者たちと対決していたわけで
あるが，これら少数の人たちの人道主義的な法や理論だけでは，この靡女狩りの狂
乱を押し戻すほどの力はなかったようで，いずれ反論が優位を占めるまでにはやは
り長い時代の流れを経なければならなかったのである。
次に反対陣営の主要な箸作家を挙げるならば， コルネリウス ・ルース＜妖術の
虚偽と真実>De rera et falsa rnagia. Koln, 1592を初め，フリードリッヒ・フ
ォ‘ノ ・ツュペー＜犯罪予防> Cautio Criminalis. Rinteln, 1631, そしてヘルマ
‘ノ・レーエル＜敬皮なる無実の者に加えられた卑しむべき告発による圧迫>Hoch-
notige unterthanige Werni.itige Klage der fromrnen Unschultigen. Amsterdam, 
1676. 等が，後期における最も代表的な著述家たちであろう。
その他，イソグラソドに於てはフランスやドイツにみられるような妖術妄想は
みられず，従って腐女裁判にしても，小規模な異端狩りが行なわれたに過ぎなかっ
たのである。もっとも神学者のなかには追害促進に拍車をかけるような人物がいな
かったわけではないのであるが，明かに異端迫害の意図を以て四かれた書物が公刊
されだすのは，すでに妖術迫害が終焉期に近い頃であり ，それも国王ジェ ームス 1
世の著書が，ヨーロッバの権威者たちの問で，わずかに引用されているのを見受け
る程度のものだったのである。つまり，イングランドの悪脱学者たちは，フランス
の悪廃学者たちが，妖術を怖るべき手段で粉砕した実組に対してもさしたる影評を
受けなかったと言えるのである。
凡例
文献の種類 ：悪腐学及び妖術関係図書
収録の範曲： 15世紀以降の主要文献を出版年次により収録し，また写
本として流布したものについても同じ原則に従って収め
た。尚，解題については考査資料の確実なも ののみを収
賊した。
目録の排列 ：目録は出版年次により排列し，極力近年の版も収めるよ
う努力した。その他， 人名，地名の表示は，原国籍の読
みに従ったが，翻訳書，係争地等はその限りではない。
年 表 ：悪艇学史の他，重要と思われる一般史実も併せて収録した。
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悪魔学及び妖術に関する著作目録
1 Alphonsus de Spina. 
Fortalicum fidei. Strasbourg, 1467. 
アルフォ‘ノスス ・デ ・スピナく信仰の砦＞
ユダヤ教から改宗したフランシスコ派の修道僧。 “信仰の特"は妖術に関
しての専門害として最初の刊本となったものであるり，脱稿は1459年頃と
推定されている。
2 Johanes Nider. (1380頃ー1438)
Formicarius. Augsburg, 1475. 
ヨハソネス ・ニーデル<!儀塚＞
ドミニコ派の大学教授に して，副修道院長。木密は妖術についての第二の
刊本であるが， 主に妖術に関する諸問題と数多くの逸話を収録した著作で
ある。
3 Innocent VIII (在位， 1484ー 1492)
Sumrnis desiderantes afectibus. Rome, 1484. 
イソノケンチウス 8世大勅魯く限りなき憂慮を以て望む＞
教王。この勅密は‘‘邸女への鉄槌”にも収録されたもので，シュプレンゲ
ル並にクランメルはこの勅芯を，異端審間や脱女裁判で拷問制度の強化を
促すための論拠として取り挙げたのである。
4 Jacob Sprenger: Heinrich Kramer. 
Maleus maleficarum. Koln, 1486. 
ヤコブ ・ジュプレ‘ノゲル：ハインリッヒ ・クラーメル共著＜腐女への鉄槌＞
両者共ドミニュ派の修道倍。本害は初版以来， 1699年までに29版の各国版
が刷られ，後に悪脱学の古典と言われたものである。序窃，インノケンチ
ウス 8憔の大勅芯。、第 1部，邸女の実在論。第2部，邪悪行為の解説とそ
の撃退法。第 3部，災端審問の裁判とその指消要網。といった内容で，刊
行以来，木内は最も怖るべき）低女粒’りの班；凡として暗黒史を彩る芯物とな
ったものである。
5 Ulrich Molitor. 
De larnis et phitonicis mulieribus. Constance, 1489. 
ウルリッヒ ・モリトール＜魔女と予言者たちについて＞
コンスタンツ大学（ドイツ）の法学教授。本瞥では妖術がたとえ幻想に過
ぎなかろうとも現尖に実在するものとして，処罰I されるべき•ものであると
論述している。
6 Petrus Mamor. 
Flagellum maleficorum. Lyons, 1490. 
ペ トルス ・マモール＜妖術への鞭＞
ボワチエ大学の生徒監にして，大幽棠参耶会員。著作年代は1462年頃と推
定されている。また本芯の内容については，百年戦争下のフランスに於け
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る妖術の拡大と ，外国人によって行なわれた炭術の樽入とその経緯，他サ
バ トについての記述。
7 Girolamo Visconti. 
Lamiarum sivi striarum opusculum. Milano, 1490. 
ジロラモ ・ヴィスコソィ＜眺女たちについての小さな本＞
ロムバルディ地方の異端審間官並に大学教授。荊作年代は1460年。沢端と
しての妖術師等の根絶を提唱する。
8 Symphorien Champier. 
Dialogus in magicarum artium destructionem. Lyons, c. 1500. 
ジャムボリオソ ・ジャムヒこく呪術の完全な破懐に関する対話＞
医者。
9 Sylvester Prierias. 
Sylvestrina Summa. Bologna, 1504. 
ミルヴェステル・プリエリアスくシルヴェステル氏の網要＞
ロムバルディア地方の異端審問官であり ，またルター派新教徒に対しては
教王の代弁者でもあった人物。‘‘廊女への鉄槌”の影態を受けて，エヒ゜ ス
コヒ゜教会法からの離脱を主張した。
10 Samuel de Cassini. 
Quetion de la strie刊行地不明。 1505.
サムエル・ デ ・カッシニ＜訊問次第＞
フランシスコ派に｝函し，サヴォナローラ（フ ィレンツェの宗教及び政治的
指蔚者。しかし後には失脚して焚かれた）に反対した人物。
11 Trithemius (1462ー 1516)
Antipalus maleficiorum. Ingolstadt, 1508? 1515. 
トリテミウス＜災害の根絶について＞
ベネデクト会士。シュポンノヽイム修道院長。後に搬ヤコブ修道院 （ヴュル
ップルク）の監抒となる。
12 Trithemius. (1462ー 1516)
Liber octo Question um. Oppenheim, 1508? 1515. 
トリテミウ ス <7つの第2原因＞
本苦は 7人の最高位の天使と ，第 1原因である神，並に第 2原因となる神
の隊I僚たちが織りなす過去の秩序から，末来の秩｝字を予言し，かつまた呪
術的な知恵を暗示した芯物である。
13 Ulric Tengler. 
Layenspiegel Augsburg, 1509響 Strasbourg,1510, 1511, 1530. 
ウールリック・ テ‘ノグレル＜信者の鏡＞
法律家。ダニューブのハッハスタットの知平。 ‘邸女への鉄槌”に続いて
靴俗の法廷も暴端稲問稲理に加わるべきであると述べ，また本芯ではカロ
リナ法典を土台にしたバンベルグ法が引用されていたため，その後ドイツ
に於ては約 200年間にわたって脱女裁判の手引きおとされたのである。
14 Ulric Tengler. 
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Der neu layenspiegel. Augsburg. 1512, Strasbourg. 1514, 1518, 1527. 
ウールリック ・テ ングレルく新しい信者の鏡＞
巧 JohanGeiler von Kaysersberg. (1445—1510) 
Die emeis Strasbourg, 1517. 
ヨハソ ・ガイレル ・フォン・カイゼルスベルクく蟻ども＞
バーゼル及びフライブルグ大学の神学教授。ドイツで印刷された脱女関係
最初の刊本である。尚，本苦は説教梨で，ti脱術も異端（火刑）の対象と
されるべきものであると論述している。
16 Pedro Sanchez Cirvelo. 
Opus de magica Superstitione. Alcala, 1521. 
ペドロ ・サソシエッツ ・シルヴェロ＜脱術信仰についての書＞
サラゴッサの異端稲問'j;f。この祁物は全文がラテン語で:;1-:かれ，脱女の変
身の事実や，夜空の飛翔のさまを得々と述べて，異端としての妖術は決し
て放匹されるべき問題ではないと論じている。
17 Sylvester Prierias. 
De strigimagarum daemonumque mariandis. Roma, 1521, 1575. 
シルヴェステル ・プリニリアス ＜巫女の不思議考＞
妖術理論も充分な成湖の様相を現わしている当今，J抵女たちの断罪は避け
難いものである，と論じている。
18 Gianfrancesco Pico della Mirandola. (1463ー 1494)
Strix; sive de ludificatione daemonum. Bologna, 1523. 
ジャソフラソチ ェス コ ・ ビコ ・デ ラ ・ ミラソドラく靡女たちー一—この悪腐に
嘲笑せられたる者＞
法律家，哲学者，数学者， ミランドラ伯。本害はイタリアで印刷されたも
のであるが，現在刊本については不明な点が多い。
19 Gianfrancesco Pico della Mirandola. (1463—1494) 
Dialogo intitolato la strega. Bologna. 1524, Pescia, 1555. 
ジャンフランチェスコ 9ビコ ・デラ・ ミラソドラく腐女に関する対話＞
名実ともに，イタリアで公刊された妖術に開する最初の刊木である。
20 Gianfrancesco Pico della Mirandola. (1463-1494) 
Libro detto strega o delle I!lusioni del Demonio. Bologna, 1524, 
Venice, 1556. 
ジャソフラ｀ノチェスコ ・ヒ゜コ ・デラ ・ミランドラく眺女または悪腐憑きに関
する書＞
21 Bortolommeo Spina. (1475頃ー1546)
Questio de strigibus Venice, 1525, Roma, 1576. 
バルトロメオ・スピナ＜魔女たちについて＞
ドミニコ派の神学者にして法王庁の長'1g・。妖術について詳細な説明を行な
ぃ，ポンチニビオの恨疑的な論説に反論した。
22 Paulus Grillandus. 
Tractatus de hereticis et sortilegis. Lyons, 1536, 1545. Frankfort, 1592. 
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バウルス ・グリラソドゥスく異端者と占者たちについて論ず＞
ローマ地方 ・法王I芋裁判所の裁判官。本芯は1525年に著作され，教会法の
見地から，妖術審理の諸要件に検討を加えている。
23 Pedro Sanchez Civelo (Spanish tr) 
Reprodaci6n de las superstici6ns y hechizerias. Salamanca, 1539, 1556, 
Medina de Campa, 1551. Madrid, 1952 (Limited ed)限定版
ペドロ ・サ｀ノシェッツ ・ンルヴェロ＜迷信と妖術への非難＞
スペインで妖術について刊行された最初の本。
24 Ulrich Molitor. 
Hexen meysterey (German tr.) Koln, 1544. 
ウルリッヒ ・モリトール＜腐女の神秘＞
25 Pietro Pompanazzi. 
De naturalium effectuum causis. Basel, 1556. 
ビエトロ ・ボムパナッツィくまさに自然の所産たるも の＞
パドヴァの大学教授。妖術に対しf炭疑主義的領向を示 している が，カトリ
ック教会の教えに対しては，全て以実と して受け入れねばならないと論じ
ている。
26 Andreas Alciatus. 
Paregon juris. Basel, 1558. 
アソドレアス ・アルキアトゥ ス く法律家の虚飾＞
ミラノの法律家。
27 Gianfrancesco Ponzinibio. 
Tractatus de lamiis. Venice, 1563, 1584, Frankfurt, 1587, 1592. 
ジャンフラソチェスコ ・ボ‘ノツィニビオく魔女論＞
フイレンッ工の法律家。異端審問所で行なわれていた妖術の審理に対 し
て．初めて疑問を提起した害物。
28 Johan Weyer. 
De praestigis daemonum et incantationibus ac veneficiis. Basel, 1563 
1564, 1566, 1568, 1577, 1583, 
ヨハソ• ワイエル＜悪眺の妄想について＞
オランダの医者。
29 Bernard de Como. 
De strigis. Milano, 1566. 
ベルナルド ・デ ・コーモ＜腐女について＞
コーモ（イクリア）の異端審問官。サバトの存在が具体的な描写で述べら
れ，妖術問題に関する理論の成熟が底える。
30 Ulrich Molitor. 
Von hexen und unholden (German tr) Strasbourg, 1575. 
ウルリッヒ ・モリトール＜妖術と腐女について＞
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31 Jean Bodin. (1529ー 1596)
De la demonomanie des sorciers. Paris, 1580, 1582, 1587, 1598. Stras・
bourg, 1581. Antwerp, Lyons, 1593. Rouen, 1604. 
ジャ‘ノ ・ボダ‘ノ＜悪眺愚きと妖術使たち＞
フランスの政治家，社会思想家。アンリ 3世と王弟アランソン大公の愛顧
を受け‘ラン宮廷の弁談官となる。
32 Nicolas Gacquier. 
Flagellum haereticorum fascinariorum. Frankfort, 1581. 
ニコラ ・ジャッキール＜妖術とい う異端に対する殻竿＊＞
フランス及びボヘミアの異端審問官o妖術を新たに巽端として意義づけた
最初ろ主要な著作であるo
* <殻竿＞は鞭の意あり。
33 Ambrogio de Vignati. 
Tractatus de haerticis (Icetures). 刊行地不明， 1581.
アムブロジオ・デ ・ヴィニャーッティく異端論＞諧義録
ジェスイット派に）函し， パ ドヴァ，ボロニア， トリノの各大学の教授を犀
任。この講義録は共犯者の告発に関する注意事項について述べたものであ
る。
34 Martin d'Aries. 
Tarctatus de superstitionibus. Paris, 1517. Venice, 1584. 
マルタ‘ノ ・ダニ Iレルく超自然について論ず＞
フランス人で，スペインの大学教授を歴任，後に大姻営参事会員となる。
尚，本忠の著作年代は1460年頃と推定されている。
35 Nicolas Eimeric. 
Directorium inquisitorum. Roma, 1587. 
ニコラス ・エイ メリコ ，く異端審問官の指針＞
アラゴン（スペインの前身）公国の異端審問所長官。訊問そして拷問の方
式から財産没収に至るまでの一連の方式を確立化させた瞥物であるが，本
害は著作当時 (1376年）からすでに写本で回買されていたも のである。
36 Peter Binsfeld. (1540頃ー1603)
Tractatus de confessionibus maleficorum et sagarum. Trier, 1589. 
Treves (1589, 1591, 1596, 1605) Koln, 1623. 
ペーテル ・ビ‘ノスフェルト＜腐女と悪人共の自白について論ず＞
ジェスイット会士。大監抒司教。本むは告発理由と審理につ•いての叙述に
特色があり，著者自身トリエルの大法官であった時，ディートリッヒ ・フ
ラーデ（著名な脱女裁判）の裁判に直接関係 したこともある。
37 Cornelius Loos. 
De rera et falsa magia. Kain, 1592. 
コルネリウス ・ルース＜妖術の庫偽と真実＞
- 12 -
BlBLIOGR of WITCHCFT & DEMONLG 
38 Nicholas Remy. (1530頃ー1612)
Demonolatreiae libri tres. Lyons, 1595. Cologne, 1596. Frankfort, 1597. 
ニコラ・レミ＜腐法考究＞
ロレーヌ地方の検事総長として， 15年間に眺女 900名を焚刑にしたフラン
スの典型的な悪廣学者。
39 Nicholas Remy. (1530頃ー1612)
Demonolatreiae. Lyons, 1595. K如In,1596. Frankfort, 1597. 
ニコラ ・レミ＜魔神崇拝＞
悪脱学の研究。痴女の行為と性的不悩。その他，判例と審理過程が本芯の
主な内容である。
40 James I (1566ー 1625)
Demonology. Edinburgh, 1597. London, 1603. 
ジェームス 1世（イソグラ｀ ノド王） ・＜腐人論＞
イングランド王ヘンリ 7 泄の玄孫，エディンバラに生まれ，•関の退位によ
り生後約 1年で即位した。街学的で最も買明な愚人と評された王。
41 Martin Antoine Del Rio. (1551ー 1608)
Disquisitionum magicarum. Louvain, 1599. 
マルク｀ ノ ・アントワ ーヌ・デル・ リオく腐術探究 ・全 6巻＞
ジェスイット派の学僧。ヴァリャドリ ード（スペイン）， ドッーエ（フラ
ンス）． リエージユ， Jレーヴェン（ベルギー）， グラ ー ツ（オース トラリ
ア），サラマンカ（スペイン）等で教鞭をとった百科全芯派的悪臆学者。本
忠も悪腐学と腐女裁判に関しての百科事典である。尚，第6巻は妖術に伐l
する告解偕l)務めと義務についての詳細な論述がみられる。
42 Henri Boquet (1550—1619) 
Discours des sorciers. Lyons, 1602, 1605, 1610. Paris, 1603. Rouen, 1606. 
アソリ ・ボケ＜妖術使論＞
世俗の裁判官 ・フランス ：プIレゴーニュの最高裁判所長官，また姻クロー
ド法廷の裁判長も腿任した。本古において彼は，脱女に対し，たまげる程
の狂信と残酷さを示したのである。ボケは在職中約 600件の脱女裁判に関
係し，その大部分を裁決したのである。
43 Francesco Maria Guazzo. 
Conpendium maleficarum. Milano, 1608. 
フランチェスコ ・マリア ・ガッツオく呪術大全＞
イタリア人，修道僧。主要な妖術学者たちの賓料を蜘大成したもの。
44 Andre Duchesne. 
Les controverses et rechers magiques de Martin Del Rio. Paris, 1611. 
アンドレ ・デュ ジェズン＜マルタ｀ ノ・ デル ・リ オの眺術論とその探索＞
45 Pierre de Lancre. (1553—1631) 
Tableau de L'inconstance des mauvais anges et demons. Paris, 1612, 
1613. 
ビニール ・ド・ラソクル＜堕天使と悪眺どもの変節の図＞
世俗の裁判官：スペインの宗教裁判所で脱女の大拡処刑に執拗な手腕を振
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るった人物。
46 Pierre de Lancre. (1553—1631) 
L'incredulite et mecreance du sortilege. Paris, 1622. 
ビエール ・ド・ ラソクル＜呪阻という不信心と背神行為の図＞
-17 Peter Binsfeld. (1540頃—1603\\
Commentarius de maleficis. Kain, 1622. 
ペーテル ・ビ‘ノスフェルト＜妖術に関する覚え祖＞
ジェスイット派に属するドイツの脱女審判の椛威者。
48 Pierre de Lancre. (1553ー 1631)
Du sortilege. Paris, 1627. 
ビエール・ド・ ランクル ＜妖術＞
49 Pedro Sanchez Cirvelo. (Spanish tr. by Pedro Jofreu) 
Tvatado en el gual se repruevan todas las supersticiones y hechizenas. 
Barcelona, 1628. 
ペドロ ・サ‘ノシェッツ ・ジルヴェロ＜迷信と妖術への非難の害＞
サラゴッサ（スペイン）の異端審間官。
うO Pierre de Lancre. (1553—1631) 
Wunderbarliche geheimniisse der zaubery. n. p. 1630 (German tr.) 
ピニール・ド・ ランクル＜不思議な腐法の奥義＞
51 Friedrich von Spee. 
Cautio criminalis. Renteln, 1631. Koln, 1632. 
フリードリッヒ ・フォソ・ジュペく犯罪予防＞
ジェスイット派の神学者。 171止紀前半のドイツに荒れ狂った脱女狩りのテ
ロ行為に対して挑戦した，最も勇気ある業績を残した告物。
52 Friedrich von Spee. (French. tr by F. B. de Velledor) 
Advis aux criminalistes sur Les abus qui se glissent aux procらsde 
sorcellerie. Lyon, 1660. 
フリードリッヒ・フォソ・ツュペー＜妖術徘理に於て刑事法学者たちが引き
起こ した弊害について＞
53 Hermann Loher. 
Hochnotige unterth且nigewemitige Klage der frommen unschultigen. 
Amsterdam, 1676. 
ヘルマソ ・レーエルく敬皮なる無実の者に加えられた卑しむべき告発による
圧迫＞
ケルン大司教領・ラインバッハ市法廷の陪席判事。レーエルは本害におい
て廣女裁判の不合理性を猛烈に弾劾したo
54 Ludovico Maria Sinistrari. (1622-1701) 
De demonoalitate. 刊行地不明， 1700.
ルドヴィコ ・マリア・ジニストラーリ ＜悪眺憑＞
修道イ'/'./。パヴィア大学の神学教授。アヴィニョン大司教領の検京総長。
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55 Ludovico Maria Sinistrari. (1622-1701) 
De daemonialitate et incubis* et succubis* (Latin with French tr.) 
Paris, 1875. Limited ed. (限定版）
ルドヴィコ・マリア・ジニストラーリく牡夢腐と牝夢腐の魔性について＞* lncubis (男性夢腐），Succubis(女性夢眺）の訳名あり。
〔その他近年復刻のもの〕
56 Nicolas Remy. 
Demonolatry. (English translation ed. by Montague Summers) 
London, 1930. 
ニコラ・レミ＜腐神崇拝＞
モンタギュー・サマーズによる英訳本。
57 Thomas Aqinas. (1225ー 1274)
Questiones quoblibetales. Paris, 1926. 
トーマス・アクィナスく自由議題討論＞
58 Ulrich Molitor. 
Des sorcieres. (French tr.) Paris, 1926. Limited edition (限定版）
ウルリッヒ・モリトール＜魔女たち＞
文献解題
トマス ・アクィナス (ThomasAqinas) 1225ー 1274
トマス・アクィナスはアキノ（イタリア）の領主（アクイノ伯）の子として生
まれたが，若くして修道院に入り， ドミニコ派の修道僧となって1245年，パリとケ
ルソで勉強し，またアルベルトス・マグヌスに師事して神学を修めると， 1252年か
らは自からパリで神学の講義を受け持つようになったのである。
その後まもなくく対異教徒大全>Summa Contra gentilesやく福音書註解
集>Catena aureaをはじめとする多くの著作を執築するようになり，なかでも
く神学大全>Summa Theologia fま心血を注いだ主著となったものである。
1259年，一度イタリアに帰るが，1269年には再びパリに戻り， ドミニコ派の闘
将としてフラソジスコ派対アヴェロエス派論争の陣頭に立って活躍するのである。
その後1272年には再びイタリアに帰り，著作活動に従事するようになる のである
が， 1274年になると，時の教王，グレゴリウス10世の招請により ，公会議出席の途
上， フォサ・ヌオパに於て 3月7日永眠したのである。
トマス・アクイナスは当時五大神学者＊の一人としてスコラ学派の大成者とっ
ていたため，その後1879年には教王レオ13世の回勅により，今後ローマ・カトリッ
なク教会に於ける神学上の問題は全てアクイナスの教義に基づくべし，と述べてい
るほどの権威を受けるに至ったのである。
またアクイナス以後の悪腐学者であるニーデルやヴイニャッティ，ジュプレソ
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ゲル ：クラソメル等は，アクイナスと共にアウグスチヌスや幽祖を盛んに活用した
のであるが，それに対し後期の専門家たちはマリウスからの引き写しで妖術問題を
論じたことである。
＊ アレクサンダー，ハレツウス，アルペル I・ ウス，マグヌス，アクイナス。
ヨハネス・ニーテル (JohannesNider) 1380頃ー1438
く蟻塚>Formicariusの著者であるニーデルは，ドミニコ派の神学者で，1425
年にヴィニソナ大学の教授となり，その後1431年にはニュール｀ノベルクとバーゼル
の昴IJ修道院長にまでなった人物である。しかし生誕については1380年頃，ヴュルツ
ブルクで生まれたと推定されているだけで，確かなことは判っていない。
妖術について書かれた彼の著作は，妖術関係の公刊本として，世界で第 2の刊
本となったわけだが，彼はこの著作で，神学者と懐疑論者との対話という形式で，
バーゼル公会議において直面した妖術に関する諸問題を論じ，かつまた同時代にお
ける妖術裁判の審理についても数多くの逸話を収録しているのである。
ニーデルはく蟻塚＞の原稿を1435年頃にはすでに脱稿しており， 1692年迄には
少なくとも六回は印刷に付されることになるのであるが，彼がこの労作で論じた
“靡女とそのまやかし＂についての論考は，のちの名著と 言われた＜眺女への鉄槌＞
をはるかにしのぐ業糾をうち立てていたのである。またニーデルの論じた‘‘腐女”
たちの‘‘悪”についての叙述も，後期の悪腐学者たちのように，サバト，悪腐との
契約，夜問の飛翔，変身等といった多彩な狩料は持ち合せていなかったため，大部分
は懐疑論的な立場で論述していることで，特に初期の著作である<Praeceptorium
divinae Legis>では，「飛翔などは夢の中の幻想に過ぎず，まして変身に至っては
現実的に全く不可能な事であり，従って宗教における“天国”や“地獄”の概念も，
悪魔の概念と同様，単なる迷信に屈するものである」と述べていることである。
アルフォンスス・ テ・スピナ (Alphonsusde Spina) 
スビナのく信仰の坪＞は1459年頃に因かれたのであるが，公刊されたのは1'167
年である。
妖術の間題を論じた：J: 物としては最初の刊本であり，内容は全体で 5草に区分
され， 第1常 ：信仰とは，第2章：異端者との戦い， 第3章 ：ゼウス信仰， 第4
章 ：サラセ‘ノ（マホメット教徒を指す）に就いて，第 5旅：腐教とその全容，とい
う構成になっている。
なかでも最後の第である‘‘腐教”では地眺を十種に分類し，彼等がどのように
して婦女子を誘惑して，悪脱の業を行なわしめるかを事細かに論述しているのであ
る。
その一例として， ドーフィネ地方（フランス南東部の 1=1行政区）やガスコニー
ユ地方（フランス南西部の旧行政区）の悪脱教を崇拝する人々が， ・エル・ブッホ・
デ・ビテルネの岩の上で，牝豚を交えた夜宴をよく開いているが，こうした集会の
図を描いた衰料と してはトゥ Iレーズ（フランス南西部 ：オート ・ガロンヌ県）の異
端審問所法廷に保管されている記録文書が，多くの事実を物語っていると述べてい
るのである。
スビナは同時代の著作家たちから比較すると，著作上の所説もかなり穏健で，
また同時に反ユダヤ的寓話で渦たされているのである。彼はユダヤ教から改宗し
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て，フラソチェスコ派に入信後，カスティラ王 (John)の懺悔聴聞俯となり ，その
他にもサラマソカ（スペイン西部・サラマンカ州）大学の教授に任じ，晩年にはテ
ルモビリの司教の戦に補せられ， 1492年に没したo
ヤコブ・シュプレンゲル (JacobSprenger) 1436ー 95
ハインリッヒ・クラーメル (HeinrichKramer) J 430頃ー1505
ミュプレ‘ノゲル ・クラーメル共芽＜靡女への鉄槌＞は1486年にケルンで初版が
出されたものであるが，重要という点では悪魔学の著作のなかでも最右奨に位置
し，また犠牲者側からみれば，最も陰険かつ邪悪な祖物となったものである。
本~qに於てはこれまでのi莫然とした法律上の規定内にあった熱腐術の姿を鮮明
に浮き上がらせたうえ，教会の倫理を武器として背教位i翌づけを決定的なものとし
てしまったのである。そのため，以後数世紀にわたって焚き続けられるヒステリッ
クな異端需問の火付役となり，また宗教裁判官の怖るべき‘‘堂書"ともなったので
ある。
く廃女への鉄粕＞では旧約附内，出エジプト記： 22章18節「汝等，闘術を用い
る者を生かしておくなかれ」を1政も粋遍的な典拠として引用し，腐女たちの火刑を
正当づけたのである。
この腐女り守りのハ‘ノド ・ブックはその後，異端弾圧の執行者たちの霊用に応じ
て再版に次ぐ再版が行なわれ， 1520年迄には少なくとも13版を重ね，またその真価
を見附された1574年から1669年の問には16版を数えるに至ったのである。このよう
な現象は中世ヨーロッパの出版事梢が未だ発達途上ということを考えれば，まさに
葱くべき数であり，またこの了闊物の怖しい影靭力を充分言犯拠立ててもいるのであ
る。尚，全部の版を通符すると， ドイツ語訳で16版，フラソス語訳で11版，イ タリ
ア語沢で 2版，イングランドで6版 (1584,1595, 1604, 1615, 1620, 1669)が現
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在確認されているものである。
本書の内容については “目録’’でも触れたように，最初の部分は教王イソノケ
ソチゥス 8世が， 1484年に布告した大勅書（限りなき憂慮を以て望む）の引用から
始まり，それに続く学問的な考証と理論づけは 2人の学者，ヤコブ・シュプレンゲ
ルとハイソリッヒ・クラーメルによってなされたのである。両者とも， ドミニコ派
の修道僧で，特に前者はケルン大学の学部長の要職に在任していたのである。尚，
魔女への鉄槌の巻頭にく大勅書＞を挙げたことは，反対陣営に対して決定的な沈黙
を与える結果となったのであるが，それも充分考慮のうえで掲載したのであり，
“魔女への鉄槌”こそ後の代表的な悪魔学者であるニコラ・ レミ，その他デル ・リ
オ等にとっても先駆的な古典となったのである。
ウルリッヒ・モリトール (UlrichMolitor) 
ウルリッヒ・モリトールは初期の妖術に関する著述家の 1人で，バドゥア大学
（イタリア）で法学教授を勤め，またコ‘ノスタ ‘ノツ大学 （スイス）でも教授として
の地位を持っていたのである。
最初の著作である＜魔女と予言者について>De Lamiis et phitonicis mulieri-
bus. 1489はコ‘ノスタ ‘／ツ大学で出版されたもので， 筆者はこの著作で．腐女や妖
術に対しては“異端の容疑者’と同様な審理を行な うことが，最も妥当であるとい
う理論を展開させ，また妖術使いに対して科せられる火刑についても．何ら不都合
な点は見出されないと論述しているのであるn
ジロラモ・ヴィスコンティ (GirolamoVisconti) 
妖術思想を拡大させるに貢献した初期の著述家の1人である ジロラ モ・ヴィ ス
コンティはラテン名をヒエロニスス・ヴィ スコー ムス (HieronymusVicecomes) 
とも言い， 1460年頃にはすでに<J砥女たちに就いての小さな本＞の草稲を脱稿して
いたのである。
彼の生誕についてははっきり判っていないが，たぶん当時の旧家であったミラ
ネーゼ家の 1人で， 1443年にはミラノ大学の論理学の教授になり，その後， 1465年
頃からドミニコ派の口‘ノバルジア地方管区長の職を受けて，没年の1477年頃までこ
の職に在籍していたのである。以上が，彼についての簡単な略歴である。
彼が管区長をしていた時期にコーモ（イク リア・ロ ンバル ジア地方 ：スイス 国
腐コモ湖の南岸にある都市）で，異端廂問の大仕掛な大抵処J]IJが行なわれたので
あるが，この時もヴィスコソティは何の反応も示さずに，＜腐女への鉄槌＞の著者
たるジュフ°レ‘ノゲルその他の悪廣学者たちの賞賛を聞き流しているのである。しか
し，彼の著作に現われた理論は当時の悪腐学者と同様に，妖術の存在を全般的に認
め，或いは信じていたことであり ，妖術という邪教について得々と独自の理論を展
開させているのである。しかし，その半面，彼の理論にも多分に不自然なところが
あり，例えば，錯乱している“魔女"は火刑にすべきではないと断言して1腐きなが
らしあわれな腐女である彼女たちは，妄想を信じている点では充分火刑に値する
者であると論述しているのである。しかし彼の主要な論点はこのような個々の論説
にあったのではなく，むしろ闊女たちがこれ以上の被害を出すことを防止すること
にあったようである。
このようにヴィスコ‘ノティもジュプレ‘ノゲルの理論と共に古典的悪腐学の土
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台を築いた一群の著述家たち， 即ち， ニー デル， (Nider: 1435), ヴィネッティ
(Vineti: 1450), ジャッキエ (Jacquier:1458), アルフォンソ ・デ ・スピナ (Al-
phonso de Spina: 1459), マモール (Mamor: 1462), ヴィニャティ (Vignati:
1468), ベルガモ (Bergamo: 1470), ヴァンサソ (Vincent:1475)等と共にその
業鋲を考えねばならぬ 1人でもあるわけである。
サムエル ・テ・カッシニ (Samuelde Cassini) 
カッツニは妖術を論じた初期の数少ない神学者の 1人であるが，彼はイクリア
のトリ ノで生まれ，パリで教育を受けた
のちミラノに住み，フランチェスコ派の
托鉢修道僧になった人物である。
妖術についての思想は15世紀に著し
い発展を遂げたのであるが，悪腐学も古
来はエジプトの沙模の神々によってその
内容を形成していたため，古い屎術の伝
統にも少しずつ異質な気風が生みだされ
つつあった時期にも当たるのである。
1486年＜腐女への鉄槌＞の公刊後，
妖術を主題とした主要な著述家を挙げる
ならば，ジャムポリオ‘ノ ・シャソピエ，
ジャ ンフラソシスコ ・ポ‘ノツィニビオ，
そしてカッツニとなるのであるが，なか
でもカッ‘ンニは，エピスコヒ 教゜会法の影
慇から独立して，‘夜中に飛び廻る眺女’’
たちを最大の異端として断罪すべきであ
とる論じているように，何世紀にもわた
って異端審問官たちはこの信念に基づい
て遇進して来たのである。しかし後には
カッツニの理念とは異なった方向に魔女
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サムエル ・デ・カッシニ<Jll¥J次第>(1505年）
狩りが行なわれるようになったため，カッシニは，異端廂問官自身を異端者として
告発するようになったのである。何故ならば彼等は教会の信条を逸脱させ，あえて
虚偽の告発を妄信したからに外ならないのである。むしろ彼等('湘間官）こそ被告
たちの名袴を回復すべき立場にあったのではないか，というのがカッ シニの持論の
根源となっていたようである。
（挿両説明） サムエル ・デ・カッシニの培作く訊問次第>1505年刊の一頁フ
ランチェスコ派の托鉢修道佃であったカッシニは1550年以前の妖術思想を
木：内に収録した点では，当時の放少ない妖術梱論の一lrとなったわけであ
る。尚，現在二冊が現存し，ミラノとアメリカのコーネル大学図柑館に夫
々収蔵されている。
トリテミウス (JohannesHeidenberg Trithemius) 
トリテミウスはハイデルベルグで研究後， 1483年，21歳で トリエル地方のジュ
ボ‘／ハイ ム修道院長になったが，当時この修道院は荒廃をきたしていたため，彼は
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これを立て直すために尽力し，1503年頃には修道院内の図書室に約200巻の蔵霊を
持つようになっていたと伝えられているのである。またマクシミリアン皇帝も政治
問題その他の相談事には度々，彼の意見を求めたと言われるほどの人物であったの
だが， 1505年に修道院内で暴動が起きたため，1506年にはヴュルツブルグに行き，
そこで聖ヤコブ修道院の監督を依頼されると，この地に落ち好き没年まで執箪生活
を続け，死後，堅ヤコブ修道院に葬られたのである。
トリテミウスの著作の大部分は教会に閾する論文であるが，なかには呪術に触
れたものも少なくないのである。 型職者であった トリテミウスはその著作活動から
みても，外見上，既存の伝統に反するようなものは見られないが，後にはパラケル
スス (1493~1541) やアグ リッ パ (1486~1535) に多大な影籾を与えたと い う事実
は，彼もアグリッパのく隠秘哲学＞に刺戟され．呪術的学問に共鳴していたことは
否定できない事実であろう。尚，彼の主要箸f杯となったものにはく 7つの第二原
因＞という著作がある。
ウルリック・テングレル (UlricTengler) 
ダニューヴのハッハス クットの知事ウルリック ・テ‘ノグレルは1509年に一冊の
法律手引粛を著わしているが，この書物は16世紀の間に何度も重版されたもので，
なかでも第2版は1511年に公刊されているが，この版では彼の息子であるインゴル
スタッ トの教会法の教授クリストフと他の神学者たちの論証が徐えられ， 1仕俗の裁
判官たちも勇気をもって既女裁判に協力するよう説得しているのである。なかには
拷問についての図版解説から，）姐偽的事実の注意市項にまで至り，これはまさ しく
＜魔女への鉄槌＞の意図を受け継ぐものとな ったのである。また以後の著作である
く信者の鏡＞にしても，カロリナ法典を甚礎としたバ‘ノベルク法が起用されていた
ため，これがドイツにおいてその後約200年問にわたって悪用されたのである。
ヨハン・ガイレル・フォン ・カイゼルスペルグ (Johann Geiler Von 
Kaysersberg) 1445ー 1510
カイゼルスベルグはバーゼルとフ ライプルグ両大学で神学教授に任じるかたわ
ら，1478年にはジュトラースプルグの聖堂説教者にも抜控され，しかも天性の風格
と熱心な説教のため，まもなく 多数の信作者たちを周棚に侍らすこ とに成功したの
である。
彼の主箸ともなった＜蟻ども>Die Emeis : l.517, は彼がツュトラー スプルグ
で1508年の四旬節ごとに行なった説教の記録を集大成したもので，此の写本は修道
僧ヨハン ・パウリーによって1517年に刊行されたものである。
ガイ レルは狼慇きに関する説教のなかで，悪腐は狼のように行動することはで
きるが，人間が狼に変身することは不可能であると断言し，また17同目に行なった
説教では，妖術による二六種の被害について語っている。
“もし神の許しがあれば，妖術による被害は益々増大することだろう。しかも，
その張本人は悪眺たちであって，決して廊女たちではない”と論じている。
ガイレルの主著＜蟻ども＞はドイツ領内で公刊された妖術関係の刊本と しては
最初のものと して有名であり ，また収録された数々の説教は多彩な挿画で飾られて
いるのである。尚，蛇足ではあるがマルチン ・ルーテルさえ，1518年にウイッテ‘ノ
ベルクで行なった説教では，ガイ レルのく艤ども＞からの引用を多く 利用 している
ことである。
- 20 -
BIBLIOGR of WITCHCFT & DEMONLG 
ジャンフランチェスコ・ポンツィニヒオ (GianfrancescoPonzinibio) 
カッジニが妖術問題に取り組んでから約15年遅れた1520年になると， イクリア
にもより強力な論断者が現われたのである。それがボ‘ノツィニビオで，彼は北イク
リアにおける傑出した法律家で，また著述家でもあった。
彼の著作と しては現在＜腐女論＞が一点だけ残っているに過ぎないが，著者は
この書物で妖術の存在を全面的に認め，特に妖術裁判 ()l'fi女裁判も含む）に関して
は，従来の教会裁判所が行なってきた通常蕃理と異なった裁判方式を提案している
ことである。それというのもこの種の裁判の特徴でもあった慣習法の一つである判
決の付帯事項は，常に柏告とその共犯者に対して，判決と同時に破門宜告がなされ
ていたからである。 名~- e>,;• c'•·"·"·,C,, -~-• さ;,e • ロ. ~-., ＇ ず ll..~Cl' ん tV$ SVIIT!l.lSをT著者は法廷内における罪の断罪につい ，' 且 t沼 ~!~,\II ぶ .i>. & !.~l,llU'1.1 粘 >IC"'·'
••~•·«., ●, ,.,,,._, ● ... 事"'"~-ても多角的な分析を行ない，妖術使いや廃 ,_..,.霞_. . ユ屯芯北
女たちが，夜空を飛翔したとか，槻児を櫻 ＇ 袖"~ぶ:t.:Z心正' ,, '.'.・.. i 
＇ 巖i,l?"・'.Bl¥l鯨飴a.寄=~;~ば零念~.いかすめたとかいう末梢的な問題にはあま
り意味がなく，むしろ根源的なものが見落 i
とされているのではないか，という叙述が ＼
みられ，また主な主張と しては，当時の腐女 も
裁判の大部分は神学者たちの一方的な独断 ＼点
論で解釈されていたことを指摘し，彼は法 }
律家の立場から，妖術問題を総合的に分析
しようと試みたのである。そのため間もな 憎
く彼の意見に対する法王庁の見解が，ノ勺レ 灼
トロメオ ・スピナ (BartolommeoSpina) 
によって公にされると，ボ‘／ツィニビオの
懐疑主義的異端裔問への批判は，宗教裁判
所にとっても全く都合の悪いものとな った
ため，教会側はむしろポソツィニビオの見
解こそ魔女たちを財助するものとし．彼自
身が迫害される立場に立たされてしまった ジャンフランセスコ・ポソッイニビオ
のである。しかしボ‘ノツィニビオの信念は 樅女諭 (15G3年，ヴェニス版）
変わらず．体制'I車営に対して毅然とした態度を持していたJi如偶然ではあるが，い
わば共犯者となったドイツ領内トリエルの大法官ディートリッヒ・フラーデが告発
され，廣法使いとして1589年に焚殺されてしま ったのである。
この事件は実際にボ‘ノツィニビオの見解を史上に瓶然と罰［明したことに外なら
なかったのである。その後，ビソフ、フェルト (Binsfeld) も，ディエトリッヒ ・フ
ラーデ事件によってボ‘ノツィニビオの説を再認識するようになり ，自著においても
再度この問題を論考しているのである。またボ‘ノツィニビオの死後 150年を経た
1672年にも．スコットラソ ドの法律家であり， チャ ールス 2世の検事総長であった
ジョージ ・マッケソジー (GeorgeMaekenzie)卿は，ボンツィニビオを評して，
反対陣営にふさわしい悪魔学の権威者だったと評価しているのである。
（挿両説明） ジャンフランチェスコ ・ボンツィニビオの主著，＜廊女論＞の
タイトル ・ページ。初版は1520年であるが．此の写買は1563年のヴェニス
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版から撮ったものである。本告ほ16趾紀以後，ヨーロッ パの妖術思想につ
いて広汎な影響を与えた苫物の 1冊である。
ペドロ・サンシェッツ・シルヴェロ (PedroSanchez Cirvelo) 
ジルヴェロは1470年頃，スペイ‘ノに生まれ，その後裁判所で生計を立てるよう
になってからは，以後30年問にわたってサラゴッサ (Salagossa) の異端審問官と
なって，天性の辣腕を振るったのであるが，そのかたわらサラマンカ(Saramanca
)
の座堂参事会員をも勤め，それが一つの威信となってく閥術信仰についての書＞が
出版されたのである。そのため彼は16世紀のスペインにおける悪腐学者と してその
名を長期間，旧世界に喧伝させることになるのである。
＜眺女信仰についての書＞は全文ラテン語で書かれ，初版は1521年に公刊され
たのであるが，その後， 1539年にサラマンカでスペイソ語訳が出版されてからは，
此の書物も広く世間の知るところとなったのであり，また最近では1952年にマドリ
ッドで限定版すら出されているのである。
ジルヴェロは本書・で，腐女の変身は事実であり ，また悪腐を念じて廊女たちが
真夜中の空を飛翔する様についても得々と論述しているが，その他にも，腐女たち
の洸惚状態は，悪脱との契約時や，妖術による悪事の前ぶれとして起こる現象であ
ると述べているのである。そして最後に，妖術は規定の異端には屈さないものとし
ても，決して放個されるべき問題ではないと結論づけているのである。
ルドヴィコ・マリア・ シニストラーリ (LudovicoMaria Sinistrari) 
1622ー 1701
異端審問の因砥を牢固として代表してきたニコラ ・レミ ，ア ノ｀リ ・ボケ等の最
後の後継者としてジニストラーリは有名であるが，彼は同時代の世評によると，優
秀な言語学者であり，また話術の名手としても知られているのである。
25歳でフラソ 9ンスコ派の修道僧となった彼は，後に累進してバヴィア (Pavia)
大学の神学教授となったが，そのかたわらローマの宗教裁判官の相談役をも兼任
し南フラソスのアヴィニヨ‘ノ大司教領で検事総長にまでなった人物である。
彼が著述家として後世にその名を残すようになったのは，その最大の労作と言
われる＜諸犯罪と懲罰＞で，、この雷物は1700年にヴェニスで公刊されたのである
が， 1753年までローマの柴魯目録に入れられていたため，当時の人たちにも，ごく
一部の人を除いては全く知られる事のない著作となっていたのである。 しかし，
ツ
ニストラーリはこの労作を手がける以前，即ち1688年にもすでにフラ｀ ノ 9ンスコ派の
く修道イ酋規律＞を綱鈷している形跡が残っているのである。
今日，彼の著作としてよく知られているものはく牡夢魔と牝夢眺の腐性につい
てで＞あるが，この著作も峡吉の褪目にあったため，同時代の人々に役立つことは
できなかったのである。
＜牡夢腐と牝夢魔の腐性について＞は人間と悪腐との関係を扱ったもので，著
者はその本論で，悪腐を取り巻く牡夢魔（男性夢脱），牝夢腐（女性夢脱）は堕落
した天使でもなければ，悪眺そのものでもない。むしろ生身の人間にとっては，単
純でいたずらッ子の妖精に過ぎないものである，と論述しているのである。尚，此
の草稿は1875年になって初めてフラソスの出版屋イジドール ・リジュー (Isidor
e
Liseux)の手によって発見されたのであるが，その時の値段が，なんと 6ペンスだ
ったのである。
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ジャンフランチェスコ・ピコ・テラ・ミランドラ (Gianfrancescopico 
della Mirandola) 1469—1533 
ミラソドラの著作く魔女論＞の公刊された時代，即ち16世紀初頭のヨーロッパ
では，すでに妖術理論が充分に発達していた
ため，同時代の悪腐学者たちの著作の大部分
は，前時代的著作の引き写しが多く， ミラソ
ドラのく腐女論＞にしても同様であるが，但
し彼の場合は，イタリアで妖術を主題とした
書物を初めて公刊したという意味で，本因は
重要視されているのである。
初版はラテ｀ノ語で印刷されたが， 1524年
にはトスカナ方言に訳し直され，また1555年
にはイタリアのぺ•ンャ (Pescia) で出版された
のである。その他， ドイツ語訳の刊本も1612
年に刊行されているようである。
ジャソフラソチェスコ ・ヒコ゜ ・デラ ・ミ
ランドラは学業の大半をフェラーラ大学（イ
タリア）で過ごし，晩年はほとんど蒋作に専
念していたと伝えられているが，彼と同名で
あったルネッサ‘ノス期の代表的人文主殺者の
甥に当たるとも言われ，モデナに近いミラソ
ドラの小さな伯爵領の領主として，その生祁
をとじたのである。 ジャソフランセスコ ・ビコ ・デラ ・ミラソ ドラ
（抑両説明） ミランドラの荊 •作版木 ・ 邸女論 (1555年）
扉，ペシャ1555年刊。本因はイタリアで公刊された最初の妖術に関する杏
物である。
パルトロメオ・スピナ (BartholommeoSpina) 14 75頃ー1546
バルトロメオ ・ スピナは16世紀の公会蔽で指祁的位管にいた神学者•ンルペステ
ル ・プリエリアスの弟子で，彼はドミ ニコ派の一人として，ポ‘ノツィニビオによっ
て提起されていた当時の“腐女” や ‘‘悪．鹿＂の懐疑的な問題に対し，またイタリア
国内に，拡大されつつあった妖術の諸問題に対しても，最も適切に，しかも権威あ
る解答を与えたのである。
彼の主著はく腐女たちについて>1523年あるが，本書で彼はイクリア国土こ
そ，腿術や妖術にとって最も好条件の地理的背娯を有しているものはなく，まさに
妖魔湿床の地となったのである，と述べ，更に妖術問題の確証については，閥女の
飛翔をはじめ，悪闊との交接，変身等にも言及しているのである。
パウルス・グリランドウス (PaulusGrilandus) 
グリラソドゥスの著作く異端者と腐女たちについて論ず>1536年はく腐女への
鉄槌が公刊＞された1486年以降， 16世紀の中頃までに現われた数多くの異端論のな
かでも，とりわけ労作と言われ，後世に広汎な影親を与えた弗作となったものであ
- 23 -
る。
何故ならば，グリラソドゥスの著作がl/J行されて以来， 他の有名な悪腐学者た
ちの著作にはかならずと言ってよい くらい， 彼の著作からの引用がみられるからで
ある。
グリラソドゥスはロ ーマ管区の教会裁判官をしていたこともあって，著作に関
しても実際に経験した事象を多 く盛り込み，悪腐学，悪腐との契約，悪魔愚き，サ
バト（夜広），変身，性愛，屍体及び死後の魂に就いて｀結某，小人（妖粘），甜薬，
その他妖術による様々の弊害について，夫々広範囲の論述がみられることである。
ジャン・ポダン (Jean Bodin) 1530—1596 
ボク•,ソは1529年フラソスのアソジェに生まれ， その地方の大学で法律を修める
と，カルメル会派の僧院に入り ，しばらくしてトゥルーズ大学に移ると ，ローマ法
の教授となったのである。
しかし1551年になると ,Jミダ‘ノしまバリに出て弁設七を開業するようになり ，その
後1576年にはローア‘ノの勅選検察官の娘と結婚して片田舎の法徘家として一時は落
ち店くかにみえたが， 1581年には自から検察官となったため，エリサベス女王の求
婚者，アソリ 3世の王弟であるアランソン大公の愛顧を受けるようになっていたの
である。そのため彼はまもなく“ラソ"(Laon)の宮廷弁護官に外進し，後年には
ブロワ の三部会に，第 3陪級から選出されるまでになったのである。
ボダ‘ノについての略歴は以上のようになんの変折もないが，腐女時代に生きた
この人物は，当時辣腕をもっで怖れられた宗教裁判所判市の一人として活躍したの
である。
ポダソは悪腐(I勺故判官の名にふさわしく「艇女に対してはとろ火で焙ったり ，
焼いたりする刑罰でさえ重すぎることはな
DEMONOMANIE い」と主張し， 被告の 自白を得るために
は，どんな卑劣な―f段をも平然と用い，狂
侶的な裁判官としての手腕を辿憾なく発揮
DES SORC:iERS 
o.f~~to NSE.tG N /;;/穴改 CU/!.じ砂J,·T畑('伍如s~.~.,,心必，f"ぶ,,7,. したため， J競女糾問史のなかでも最も悪辣
砂.,,,,/事，(•騎,d,pぶ9如 .,,CャC. f!,船
••R1ymf .f"'G呼,/_
PAR!, BODIN ANGEVIN. 
な事娯を残した怪物となったのである。
しかしその半而，彼は古典や法律，哲
学，経済の語学にも遥晩していた大学者で
例えばその主箸く国家論＞をみれば解るよ
うに時代を恙かに，先んじた巡歩的思想の
持主であったボクソはこの著円で「国王の
領土は人民に帰属すべきものであり ，国王
は洋に共有権の所有者であるに過ぎないと
論じているのである。
彼が脱女裁判の判事として輝かしい真
面日を発抑し始めるのは1580年頃，フラソ
Aい..,ぷ スでく属愚狂＞という著書を公刊してから
Chnlac'lo"doP叩 L如"'f函，贔SUIMtlUU<,
以.r, Ll(~X. で，この書物は1604年までに10版を霞ねた
ぃ•;<: r&1YlHGo P• I¥Clf, ほど，当時の市民が先を争っ て読んだと言
ジャソ ・ポダン鬼憑矛E われる曰くつきの木となったのである。
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＜鬼憑狂＞はポクソの扱った靡女裁判に於ける裁判官としての経験と熾かな学
識に基づいて甚かれたもので，その目的は眺女裁判に於ける裁判官及び判事たち
に，眺女の糾問方法を教えることにあったのである。
彼はこの書物に頑迷な狂信者振りを砒憾なく具現し，廃女に対しては怖しいほ
ど陰険な意見を述べ立てているのである。それによると魔法や脱術を疑う人間はそ
れ自体すでに怪しいことで，この懐疑論者こそ実は脱女の首領であったという事例
を挙げ，闊女的要素を持つ人間は全て根絶すべきであり ，その為には法に対する多
少の曲解もやむを得ない事であると論じ，次のような法廷審問の訓令的条件につい
て言及しているのである。
l. 被告が仲間を告発した場合，その被告はある程度，罪の軽減もしくは，それ
に比する免除が約束されるべき事。
2. 子供たちを強制拷問に掛け，両親に対して不理な証言をさせるべき事。
3. 熟達した経険ある密（貞に甘言を弄させ，被告から自由を引き出させるべき
事：。また嫌疑だけで収監された被告に対しても，拷問に掛けるべき充分な理由
となり得ること。何故ならば世間の唸が誤りであるということはほとんど皆無
である為。
4. 一度び告発された被告に対しては，告発人，もしくは密告者の巾し立てが偽
りであることが歴然としている場合を除いて，一切釈放させるべきものではな
い。むしろ徹底的な糾問を行なうべき事。
以上のように糾問個条の外，麿女に対しての拷問，審問，糾問， 宜告，処刑等
についても論じ，なかでも被告ないし容疑者については極端なほど銭酷な取り扱い
を要望しているのである。
実際に彼は裁判官の立場から若い娘はもとより，幼児や病人に対しても情容赦
なく拷問を加え，判決前に多くの尻体を製造していたことも事尖なのである。この
ようにボダソの信念で行なわれた無法としか言いようのない裁判で，たとえ人間的
心府にうったえる事態が起こったとしても，彼の宗教的論旨の妨げとなるような狸
由は何一つ無かったのである。
むしろ廊女たちの腐敗した肉イ本を浄化するためには，焼き銭や，灼熱した鉄棒
を被告の肉体深く突き刺すことなぞIfの口で，いずれ彼女たちを待ち受けている地
獄の業火に較べれば物の数ではなく，実際に火刑に処せられた廊女たちにとって
も，火刑の火は粘々一時間とは燃え続くものではないと1防Inいていたのである。
尚，ボダ‘ノが実際に立ち合った事件の一挿話として， 1556年サ｀ノ・カソクソに
近いヴェルマドワで一人の婦人が生きながら焚き殺されるという事件があるが，こ
れは当婦人が靡女の宜告を受けて焚刑執行が行なわれた時，刑場での手違いから前
もって紋首してから火焙りにするところを，死刑執行人が忘れてしまったため，彼
女は焦熱地獄に生身のまま投げ込まれ，焼き殺されてしま ったのである。 しかし当
事件の責任者であったジャ‘ノ ・ボダ‘ノはこの違法を弁解するどころか，かえって碩
件そのものを正当化するように「この件については死刑執行人の怠慢や手迩いは一
切なく，むしろ鷹法や腐術の罪ほど火）fりにふさわしい罪科はないという事実を，思
い知らせんが為神の計らいがそうさせたのである」と述べているのである。後にモ
ソテーニュがジャ‘ノ・ボダ‘ノを評して“あの世紀の吠作家共の群に比べれば逝かに
良識に富んだ人物であった”と評したのは，実にこのような男だったのである。
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ニコラ・ジャッキエ (Nicolasjacquier) 
ニコラ・ジャッキエは1465年から1466年にかけて， トゥールネとボヘミアでフ
ス党に対し活躍したドミニコ派の異端審問であり，またリールでも1468年から72年
にかけて，その手腕を追憾なく発揮したのである。
1452年，彼が五0歳の時に北フランスの異端審問官に任命される際＜鬼神論＞
を著わし，この書物で当地の異端者たちを，彼はアラスに於けるヴァルド派と同様
にみなしたのである。
ニコラ・ジャッキエは，古典的悲魔学者と言われたジャ‘ノ・ボダ‘ノ，ニコラ・
レミ，デル ・リ オといった一連の悪魔学者のなかでは初期に屈する人で，彼の場
合は悲既学者と言うよ り，妖術学者と呼んだ方が辿当な程，その方面での活躍は
目ざましいものがあり，後の妖術概念の基礎付けに大いなる業禎を残したのであ
る。
例えば，悪廊との契約についての論述では，悪魔を法廷に喚問することは不可
能だが，被告（悪邸に哲いを立てたl.ti女）を断罪することに何んの不都合もないと
論じているのである。
ニコラ・ジャッキエの主著である＜妖術という異端に対する殻竿＞は 1458年
ェビスコピ教会の打破を目指して書かれたもので， 1581年に一連の詩文媒と共に刊
行されたため，更に名高いものとなったのである。ジャッキールが妖術理論につい
て寄与した業頼の第ーは，妖術そのものを異端の新しい形態として分類したことで
あり，彼は新種の異端，即ち妖術使いたちについて次のように述べているのであ
る。魔女たちが地上に満つるとき，サバトにおいては新悪腐帝国が建設されること
だろう。しかるに妖術も全ての異端と同じく悲事であり，眺女たちは神とカトリッ
'TR.ACTAT ク教会を冒沼する以外のなにものでもな
~on恙ditnntnu的cr§4lu いのである。いわんや彼等の教義が，ユ
印en、nbJimu. C>b t,nb lt1icl1d タヤ教，その他マホメッ ト教，太隔崇拝
む訴ftbtnlD914曲a よりも優れているとでも思っているのだ
和1f山l~fl曲 burcbbm .l;)ocl)n,itrbigm Yim11 ろうか。彼等にとって最も適切な待遇は，
P≪rumll,nふ釉um,~nmf叔ll"'5uffr叫~nlcn1,nD
t<T !).!3,~,.,r心'"心"ooOfur.mi.in応， 異端撲滅の手を差しのべてやることであ
叫 ,f,1tlomn,,,,.,m.
:J••• 屈如ro.,l)ヽitiu~<U>:in 遥迂'""'紐;p1吟 ろう，と述懐しているのである。
""'-"'"'<l<如 r<"oi,rir,m 2'≪nb、,n℃·~"-'''訊ru伍
s, 町m、~"'"tlun如確消'"'・
f'°" XX I. CH. ペーテル ・ヒンスフェルト(Peter
X't< 1叩'",.,i.,, が kl≪nl哨"'・Binstela)1540ー 1603
0, 如1cfr5uUTdn由<Hbey'.1lbAtli~<rg, 
AN~ODou, ゞ,i1. D. XCI. 
mは"""砂：；1.,.J,.,jn,1, ヽ"'ゅ，"ヽ："'ヽ鴫
ピンスフェル I・<I槌女と悪人共の！］にlにつし 、
て諭ず>(1591年）
ビ‘ノスフェルトはドイツに於ける廃
女審判の権威者として，一般には知られ
ているが，彼はローマのジェスイット会
から，大監督司教としてトリエル地方の
腐女狩りに派遣され，この地方で腐女狩
りの強烈な刺戟を与えたため，その後，
カトリック並びにプロテスタ‘ノト両派か
ら，しばしば引き合いに出されるように
なった人物である。
彼の主著である＜眺女と悪人共の自
白について論ず＞は， トリエルのディー
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トリッヒ ・フラーデ (DietrichFlade)の腐女裁判をモデルにして書かれたもので，
この論文の主たる狙いも，腐法使いたちの自白をいかに共犯者に対して，最大有利
に利用できるかという点に絞られているのである。その後，本書の改訂版では，彼
の論説の誤謬を指摘し，反対意見を公刊したコルネリウス ・ルースに対して，厳し
いそして辛辣な反駁を付け加えていることである。また本書の特色としては，過去
に著わされた多くの権威者たちの璃作が，いかに初期の著作の焼き直しであったか
その沿革を示し，また著者自身，実際に受理した事件に対し， どのような具体性を
以て本害の内容を適用したかを述べている点である。
しかし，彼が実際に審理した眺女裁判の多くは，被告に対し有罪への決め手が
とぼしい場合，全く無法に近い裁決を下しているのである。例えば，被告がいつ悪
脱と共に変身したとか，或いは眺女としての決め手となる悪魔の刻印が，被告の身
体に無い場合は，たとえ法が拷問のくり返しを禁じていようが，この場合は聖なる
裁きの名において，拷問をくり返すべきである，と論断しているのである。
（挿画説明） ビンスフェル l、著＜隣女と悪人共の自白について論ず>1591 
年，初版本のタイトル・ページ。この頑迷で猛悪な著作はその後長い期間
にわたって，妖術及び啜女迫むのよりどころとしてヨーロッパ各国に広汎
な影孵を及ぼし続けたものである。
コルネリウス ・ルース (CorneliusLoos) 
コルネ リウス神父はドイツにあって眺女1守り批判の声を蚊初に揚げた高名な神
学者で，その勇気ある発言の代償として彼は時の執政者に腕まれ，逮捕され拷問を
受けたのち追放刑に処せられたのであるが，そもそもこの事件の発端は1592年にケ
ルソの或るプロテスタ‘ノト系の書店で，彼の原稲が検閲を受けていたとき，当局の
忌に触れるような文霊が発見されたためであり ，それ以後，彼の著作は約300年の
間全て禁害の烙印を押され，わずかに論敵の言及する範囲によって知り得る存在と
なってしまったのである。
しかし1886年にアメリカの妖術学者， ジョージ • L・ブルが偶然にもコルネリ
ウスの著作である四部作のうちの二部を発見したため， 19世紀も後半になってから
初めて，研究家たちの目に触れるようになったのである。
コルネリウスは別名をカリディウスと言い，オランダ人で1546年バウダ（オラ
ンダ南西部 ・ゾイトホラント州）に生まれ，幼少の頃からオ知にたけていたと伝え
られているのである。
彼の名が世間に知られ始めたのは， Jレーアソとリエージュの両大学に席を監い
ていた頃で，当時オラソダは宗教論争の覇が鏑を削っていた時代であり ，またこの
ような宗教的論戦の渦中で洗練されたコルネリウスは，その後ドイツのマインツに
あるカトリック系大学の教授の職に就くと，早速プロテスタントを弾劾する激越な
論文を著わしたため， 一躍この道では権威となったが，後にトリ エルの教授も兼任
するようになった頃， トリエルでは腐女裁判の熱病が町全体に荒れ狂っていたた
め，コルネリウスも初めて異端審問の実際を見聞するに及んで，この怖しい地獄の
法廷は絶対に廃止すべきものであると決心せざるを得なかったのである。
彼はオラソダの製疑論者と言われた医者のヨハ‘ノ ・ワイエルの影勝を少なから
ず受けていたようであったが，廊女裁判の無法さについては沈黙してい ることがで
きず，箪独で知識人の説得や，型職にたずさわる権威者グループに文書で訴え続け
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たが，一向に効果が上がらないとみると， 小冊子＜妖術の虚偽と真実＞を著わし，
悪眺の既成概念に対し辛煉な攻撃を開始するようになったのである。彼はこの書物
で，‘‘悪腐は否定しようが， 肯定しようが，実体の無いものに対して何が価明でき
ると言うのか，これは単に拷問という名の強制的自白のうえに創りだされた妄想
を，更に不愉快な創造物に仕立てあげた洒神行為のほかのなにものでもないのであ
る。あまつさえ被告は厳しい拷問のため，ありもしない虚偽の告白を強いられ，加
えて無実のうちに屠殺しようとするこの行為は，まさに人間の血を金銀に変える辣
金術に外ならないのである。”と論述しているのである。また当時腐女狩りの手引
害として世間一般に知れわたっていた＜腐女への鉄槌＞に対して批判の手をゆるめ
ず，，特にこの著書は， ドイツに於ける腐女裁判を煽動させた最も不敬なる書物であ
ると極言しているのである。その他，彼の批判対象は様々あったが，なかでも 1、リ
ニルの大監督司教ペーテル・ビ‘ノスフェルトに対しては，教会の堕落を助長するも
のとして弾劾したため，教会側も黙してはいず，逆にコルネリウスこそ悪廊と同盟
している異端の最たる者であると極め付け，オックビオの司教パパル ・ナソンオの
命令でコルネリウスは逮捕され，ベネデクト派のセ‘ノト ・マクジミリア‘ノ修道院に
ある地下牢に幽閉されてしまったのである。その後，コルネリウスは永い間，湿っ
た冷たい地下牢に収監されていたため著しく健康を害し，死人のようになったた
め， 1533年3月15日ひとまず地下牢より引きずり出されると，教会裁決によって群
集の前で脆き，自己批判，並びに自説の撤ji_;iと懺悔を強いられたのである。
判決後，追放刑を科せられたコルネリウスは，ベルギーに行き，ブラッセル市
のノートル ・ダム ・ド・ ラ・チャペルの副牧師の戦にしばらく I災をすえていたが，
身の危険が去ると持ち前の気質から，再び腐女裁判に対する批判の論帥を張るよう
になったため，教会側は再度異端に立ち戻った者 として，コルネリウスを逮捕さ
せ，またも長期にわたる獄中生活を強いたのであるが，不思議なことにその後，処
刑もされずに釈放されたことは当時としては全く奇娯にひとしかったのである。そ
して1595年2月31コルネリウスは波瀾に俯駐ちた49年の生涯を閉じたのであるが，
もしも第三の速捕に先立つこの死がなかったら恐らく彼の生涯も惨めな:IIJ場の翫と
消えたことだろう。尚， コルネリウスの死後4年経った1599年にはデル・リオがコ
ルネリウスの名秤復権のためにく腐術論>Di3(JUおitionummagicarumの一著を公
刊したのである。
ニコラ・レミ (NicolasRemy) 1530頃ー1612
ニコラ ・レミはフラソスにおける典型的な悲腐学者の一人であり，妖術裁判の
専門家として約15年間に900名にのぼる腐女たちに裁決（火刑直告）を下したと豪
語しているのである。しかしその裁判品録も現在では大部分が失われ，その全貌を
餃い知ることは不可能となってしまったのである。
レミしま1530年頃フラ‘ノスのロレーヌ・ヴォー；；ュ山地近郊ジャルムで生まれた
と言われ，家族は父の代から法律家として此の地方に住みついていたようで，父ジ
ェラールは•ンャルムの憲兵を勤めていたのである。叔父はヴォージュ地方軍の司令
官であったため，家族構成の自然の成り行きとして，レミはツルーズの大学で法律
を学び，ジャソ・ボダ‘ノに教えを受けたのである。その後1563年にレミしまパリに出
て初期の活動を開始するのであるが，この期間はわずか 7年間に過ぎず， 1570年，
叔父の隠退と共にペリを離れることになるのである。
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その後1575年にはロレーヌ公•ンャ
ルル 3世の枢密顧問官に就任するとま
たたくまに出世コースに乗り， 1584年
頃にはすでにロジェール ・アン ・プロ
ワとプルイユの領主にまでのし上がっ
ていたのである。以後，1591年になると
ロレーヌ地方の検事総長となり，生来
の活動力と広汎な影靱力をもとに彼は
残された余生を，ロレーヌ地方7)腐女
狩りに貢献したのである。尚レミはア
ソヌ ・マル・ンャ‘ノ (AnneMarchand) 
という女性と結婚し，七人の子供をも
うけたと一般には伝えられており，
1612年4月72歳の生涯を静かにとじた
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のである。 ニコラレミの肖像
ニコラ・ レミ の主著＜魔神崇拝＞初版， 1595年はフラソスに於ける妖術研究の
最も俊れた業鎖の一つとなったもので，そのため彼は当時悪腐学の権威と言われた
ジャン ・ボダソ (1580);レ・ロワェ (1586),クレスペ (1590),デル ・リオ (1599),
アソリ ・ボケ (1602), ド・ラ ソクル (161'2) 等と言った一連の学者たちと名を連
ねるようになったのである。
レミは終生数多くの妖術使いや腐女たちと個人的な交際をしており，例えば子
供の頃，眺女として告発された老婦人の裁判に自から見張りの役を勤めたり ，また
1582年，乞食女が施し物を受けにきたのを断わり，数日して息子が病気になりまも
なく死亡すると，彼は乞食女が施し物を得られなかった腹いせに，自分の息子に呪
いをかけ殺したと思いこみ，早速乞食女を探させろと彼女を魔女として告発したの
である。また1592年になると今まで住んでいた土地（ナンシ ）ー が疫病に見舞われ
ニコラ・レミの自から作成したといわれる死刑執行令状
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たため，土地をかえ箸作にはげむようになるのであるが，それがく廃神崇拝＞で，
彼がこの著作の出版に熱心であった理由は，公的生活に於て目指したもの，即ち妖
術及び魔女の追放を組敬化する必要を惑じていたからであった。しかし結果的にみ
ればく腐神崇拝＞は，請義録，逸話，法廷記録，引用などの単なる雑論に過ぎな
いが，大別すれば三つに区分することができよう。その第ーは，悪魔主義の研究，
第二，魔女たちの様々な行動と性的不薦について，第三，判例と審理手順に関する
ものであるが，典型的な悪腐学者としてのレミが，既存の悪魔学に加え得たものが
あるとすれば，せいぜい曖昧さの許容に過ぎなかったのである。彼は後に述懐して
いるように，悪魔学に於ては至るところに不可解な問題があり，まして悪眺の領域
には呪わしくなるような出来事が滴ちあふれているのだ，と述べ更に，腐女たちを
如何に罰しなければならないかという件について，八百件近い判例の引用を行なっ
て自説の権威づけをしていることである。
このようにニコラ ・レミはジャソ ・ポダソと共に，やがてく艇女への鉄槌＞の
なかに然るべき位置を得，魔女狩りの決定的な権威者の一人となったのである。
（挿画説明） ニコラ ・レミの肖像，および彼が自から作成したと言われる死
刑執行令状。1596年5月4日付，ロレーヌのナンシーで痰女ー名を火刑に
処すべきことを命じている。
マルタン・アントワーヌ ・テル ・リオ (Ma、rtinAntoine Del Rio) 
1551—1608 
デル・リオはジェスイット派を代表する学者の一人であり，また悪腐学の百科
事典ともいうべきく腐術探究>1599年の著者でもある。彼はこの著作で妖術につい
てのあらゆる形態とその方法をまとめ，＜腐女への鉄槌＞を再び意義あるものとし
たのである。
彼はベルギーのアソトワープで生まれ
たのであるが，当時のベルギーは，カステ
ィラを父とし，アラゴンを母とするいわば
屈領地帯とも言うべき国土だったため，ベ
ルギー領内はたえずスペイソの政治攻略に
犯され，あまつさえ権力抗争に於ても惨慌
たる被害を蒙っていたのである。
デル ・リオはこの乱脈な時代にありな
がらも成人と共に，古典の教養も深く，ま
たヘブライ語，カルデヤ語の他， 五カ国語
にも精通していたため，すでに19歳でセネ
カの著作を自国語で出版し， 24歳の時には
ブラバソ地方の大法官代理と検事総長を兼
任するほどになっていたのである。後にヴ
ォルテール（フランスの百科全書派の哲学
者）も，魔王に対抗したこの検事総長に驚
嘆したことは，歴史的な語り草とされてい
るほどである。
マルクソ・ ア｀ ノトワー ヌ・デル・リオ艇術探究 しかし， 1580年以降彼は教団の指令に
(1599年） よってジェスイット派の盛んなヴァリァド
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リード（スペイン'・I-'杵I)その他ト・ ツーエ（フランスと ペルギーの国梯地方），Jレー ヴ
ェ‘ノ （ベルギー ・プリュッセJレ近郊），グラーツ（オーストリア ・ステリア地方），
サラマ‘ノカ（スベイ ン），ブリ ュソセル（ベルギーの首都）等で伝道及び教鞭をと
っていたが， 1608年ブリュッ セルで，36歳の短い生涯をとじたのである。
この死は彼の学術的活動の最たる時期に訪れたようで，短い人生ではあったが
15冊tこのぽる箸作を後世に残したのである。
彼の著作のなかでも最も労作と言われる＜肱術探究＞全6巻，は1596年頃から
執箪され，1599年に初版がJレーヴェ‘ノで公刊されたのである。この書物は公刊され
ると同時にリエージュの大司教に捧呈され，それ以来幾度も重版が行なわれ， 1611
年にはフラソス語訳の版も出され，1747年に最後の版が刊行されたときにはすでに
20版を重ねていたのである。
著者デル ・ リオは く魔術探究＞で悲腐や艇女に艮lする重要~Ji項を 6 虫 目 に区分
して論じているが，その大要を次に挙げてみよう。
1. 腐術一般。自然の魔術と人工的腐術（煉金術も含む）の相迎。
2. 悪魔による眺術，サバトに於ける廊女の生態。その他夢魔や悪盆が虚偽と現
実のあいだで如何にして実現され得るか。
3. 不運に就いて。なぜ神は“人間”にかかる悪霊の衷苦を受けさせるこ とを許
し給うたのか。
4. 予言， 卜占，神裁について。
5. 異端審問官並びに宗教裁判官への指示。妖術を暗示するものと ..7cの立証。
背神への過程。審問裁批の限度o
6. 告白者への祭式，自然によるもの（お守り節）と超自然的なもの 0即抵抜い
等）について。
以上がA腐術探究＞の主な内容であるが，シュプレンゲル ：クラ ーメルによる
＜腐女への鉄槌＞以後 悪｀腐学の分野に於ては，デル ・リオがその道の大家として
脱女迫害を促進させたのであり，従って本書はジャソ ・ボダ‘ノの著作のように， プ
ロテスタ‘ノト側の腐女狩りハソド ・ブック となったのである。
（挿画説明） ‘何人も憎まざるを得ず，炭女たちは滅ぼすべからずや?. ジ
ェスイットイ沿マルタン ・アントワーヌ ・デル ・リオの主著く脱術探究 ・全
6巻＞（初版1599年） の1604年版扉絵。周囲に配せられた挿画はI日約姻苦
「出エジプ ト記」から主題を取って描かれたものである。
アンリ・ポケ (HenriBoquet) 1550ー 1619
プルゴーニュの伯領，聖クロー ド法廷の裁判長アソリ ・ボケは高名な法学者で
あり ，彼の著わした法学の教典は何世紀にもわたって古典の地位を占めていたほど
であるが，一方彼は生涯を通じ約六百件もの魔女裁判で判決を下し， 数多くの罪な
き人々を火刑台に追いやった残酷無類な人間でもあったのだ。
ボケは一生を通じ，〔全ての腐女どもを一つに集め，一つの火で脱き殺したい〕
という願望にかられ，執拗残忍な腐女糾問を行なったため，当然彼は，腐女狩りの
鬼と一般には呼称されていたのである。またボケの残虐さ と狂信振りについては彼
自身の手で書かれた＜妖術使論＞のなかで克明に述べられているが，こ の書物はそ
の後20年間に21版を重ねたちまちにして悪脱学の権威書となってしまったものなの
である。
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自ら「本書は，余が過去二年間に扱った幾つかの魔女裁判実例に甚づいて著わ
したものの一つである」と断わっているように，この書中には残酷な魔女糾問の実
例が集大成されているのである。
ボケが聖クロード法廷の裁判長に任命されていた頃，たまたま Iレイズ ・メラと
いう八歳になる少女が悪腐に取り慇かれるという事件が起こったが，早速彼はこの
少女を徹底的に調べた挙句，この少女の絶叫から，フラソソワーズ ・セレククンと
いうなんの誤l係もない女の共犯者を引き出すことに成功し，それまで世間でも忠い
昭など立てられた事もないこの女を徹底的な且めと，淫I裾な拷間とでありもしない
多数の共犯者の名を次々と自白させていったため，遂に彼はこの事件を振り出し
に，大規校な眺女狩りに乗り出すことになっていったのである。後に彼はく妖術使
論＞でも述べているように，火焙りの刑を宜告した40人の腐女の実例を得意然とし
て挙げているが，ボケに火刑を宜告された被告の多くは，前以て絞首されることな
く（注 ・当時の火刑執行は前以て被告を絞首することが慣例法の一つとなってい
た），大半は生きながら焼き殺されてしまったのである。その実例として， クロー
ド・ジャソ ・ギョームと言う女性は，火刑宜告後，処刑実施の折，実に三度までも
火刑柱から身をもぎ離して逃れようとしたが，その度ごとに死刑執行の手によっ
て， 燃えさかる炎の中に突き戻され，遂に悶絶してしまったという記録が現在も残
っているのである。
しかし，更に怖るべきことは，ボケの行なった残虐行為の儀牲者の中にまだ思
春期にも達しない子供たちが多く含まれていたことであるが，ボケに言わせると，
「子供だろうが大人だろうが，彼等の罪はあまりにも重く，一度び悪魔の手に捉え
られた者が二度と救済される望みなどは無きに等しいのである」と言うのが，この
葱くべき異端迫害に対する彼自身の持論だったのである。
フランチェスコ ーマリア ・ガッツオ (Francesco-MariaGuazzo) 
ガッツオは17世紀初頭の修道僧（正確な年代については全く判っていない）の
一人であるが，彼はミラノ司教の注文で，妖術に関する百科事典とも言うべきく呪
術大全＞を著わした人物である。
本書では妖術についての様々な秘密と諸段階を図入りで暴きだし靡女たちを非
難しているが，彼はもともと妖術審理の裁判所で陪席判事を勤め，1605年にはスレ
ーヌ公ジョ｀ ノ ・ウイリアムに対して妖術を施したという嫌疑で告発された眺女裁判
審理のためクレーブの法廷にも出席しているのである。
後に著作で論じた叙述の多くは，法廷での経験談から寄せ梨めたものであり ，
また妖術裁判の手引書とされた＜呪術大全＞にしてもそれまでの悪腐学者たちが布
放した成果，特にデル ・リオやニコラ ・レミの諸論からの借りものが大部分を占
め，全体では322人にのぽる著作からの引用がなされているのである。しかし，カ
ッツオの著作はジニストラーリの著作と共に後期：愚眺学の最も注目されるべき業紐
の一つとなったのである。
ピェール ・ド・ランクル (Pierrede Lancre) 1553ー 1631
ヒニ ール・ド ・ラソクルはスペインの宗教裁判所に於て600名にのぼる腐女た
ちの大批処刑に執拗な手腕を振るった宗教裁判官の一人であるが，後に彼の名を不
朽にした唯一の理由は，彼の労作となった＜堕天使と悪眺どもの変節の図>1612及
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びく呪祖という不信心と背神行為の図>1622とく妖術>1627が，当時ヨーロッバに
蔑延していた魔女狩りに偉大な貢献をなしたからである。
1553年ポルドー（西南フランス）の富裕な酒造家の息子として生まれたピエー
ル・ド・ポスティギュイ・ド・ラソクルは，後に或る王軍士官の養子となって， ド
ラソクルと名乗るようになり，その後まもなくトリノとボヘミアで法学を修めると ，
1579年には法学博士の資格を取得して， 1582年ボルドーの高等法院で判事を勤める
ようになったのである。
1588年ド・ラソクルはミツェル ・ド・モ‘ノテーニュの姪の娘に当たるジャン
ヌ・ド・ モ‘ノ戦と結婚したのであるが，＜エッセー＞の著者として高名なモンテー
ニュもかつては， ド・ラソクルと同じこのボルドーの高等法院で仕事をしていたの
である。
ド・ラソクルもまたモ‘ノテーニュ iこならいこの地でエッセーを執筆することに
なるのであるが，彼はその著作で「この国の眺女たちは幻想的な権威を現実化しよ
うと ，一般住民の生活を日に日に危険に曝そうとして暗躍していることは否定でき
ない事実である」と述べ，この間類を究明するために1599年壁地への巡礼旅行に出
発するのである。しかし彼の出かけた先はナボリまでで，その途中ローマで一人の
少女が悪腐のために少年に変身するのを目幣して，悪魔や妖術の存在を深く信じる
ようになったのである。
1608年12月10日， ラソカスタ一家最初のイソグラソド王であるヘンリー 4世
は，学談農かな法律家ヒ°ェール・ド・ラソクルをギエ‘ノヌの西南部に当たるバスク
地方の異端調査官に任命したのであった。しかし，1609年2月4日ボルドーの高等
法院では，彼の妖術に関する調査は越権行為もはなはだしいとし ，禁じたにもかか
わらず， ド・ラソクルはその調査地域をバスク地方だけにとどめず，益々その活動
範囲を拡大させ，遂には各地の司祭をも含む約3万人の調査を終え，そのなかから
多数の魔女や妖術使いを摘発させて，その大半を火刑台に送り込んだのである。
ド・ランクルの最大主著となった＜堕天使と悪腐どもの変節の図＞は約600頁
近い大作であるが，その資料の大部分は，ボルドーで活躍していた時代に収集され
たもので，本書ではサバト（夜宴）に関する詳細な叙述の他，ジャン・グルニエを
初めとする狼憑きの実例なぞも 150例ほど収録され，悪魔学に於ける数多くの諌題
を提供したのである。尚， ド・ラソクルは63歳になったときカディアック近郊のIレ
ブール・スユール ・ガロンヌに隠退し，著作活動を続け1631年，78歳の生涯を静か
にとじたのである。
7リードリッヒ ・フォン・シュペー (Friedrichvan Spee) 
ツュペ神父は生涯を通じ腐女裁判の中心地ドイツで，無法な裁判の弾劾に活躍
した人物であり少年時代を生地カイゼルベルトに近いケルンのジェスイット派神学
校に学び， 1611年修錬士になると，ヴュルツブルク（当時炭女狩りが犯檄を極めた
土地）に行き哲学を修め，更にマイソツでは神学を学んで1624年にパデルボルンの
説教者の地位を得ることができたのである。その後， 1627年にはヴュルツプルグの
大学教授となり，また教誨師も兼任するようになっていたのである。
その頃バンベルグでは， 600名の腐女が焚殺され，またヴュルップルグでも 900
名にのぽる腐女の焚刑を行なっtたフイリ ッフ・アトルフ・フォン ・エ レー‘ノベルク
の治世で， ンュペ神父もその当時はトリエルの浬堂区牧師の一人として，悩み多き
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仕事に携わっていたのであるが，突然疫病に見舞われ， 1635年8月7日若くして此
の世を去ったのである。しかし彼はこの旧世界に革命的な著作を残していったので
ある。
ジュペーの主著＜犯罪予防＞は17世紀前半のドイツ領内に荒れ狂った眺女狩り
のテロ行為に対し，真正而から挑戦した最も功気ある書物となったもので，＜犯罪
予防＞の寄与した影響については，ヨハネス・グロネウス (Johannes Gronaus) 
がその第 2 版の序文で，本書の公刊後，フィリップ ・ フォソ • シェーンボルン大司
教やブルンスウイック司教たちが，ただちに眺女狩りの禁止にふみきったことを記
しているのである。
しかし迫害のマニアたちほ，この偉大な啓蒙が行なわれたにもかかわらず，、ン
ュペーの死後30年間も腐女狩りの迫害を引き継いでいたのであるが，いずれにしろ
この書物は，迫害の終燻に向かって，カトリック側へもまたプロテスタント側へも
同様な影想を与えたことは否定できない事実だったのである。
本書のドイツ語訳は1632年に公刊されて以来， 1647年にはプレーメソとポーゼ
ンでも刊行され，また1649年にはフラソクフルトでも印刷に付されているのであ
る。その他，オラソダでは1657年に，フラソスでは1660年，ボーランドでは1680年
とそれぞれの国語に訳され， 1731年を最後としてもこの 100年たらずの間に訳本も
含めると16版を数えることができるのである。これを以てしても本書の影聾力がい
かに大きかったかを短い知ることができよう。
ヘルマン ・レー エル (HermannLaher) 1595ー 1676
レーエルはケルン大司教領・ライソバッハ市法廷の陪席判事を勤める身であっ
たが， 1650年，彼は腐女裁判に対し，抑えることのできなかった魂の叫びを一冊の
書物く敬虔なる無実の者に加えられた卑しむべき告発による圧迫＞に託して公刊し
たのである。
著者はこの書物で，異端審問官の手中に陥ることは，丁度ライオンや熊に対し
て素手で戦いを強制されるようなものである。と述べているように，レーエルの生
きた当時のライソバッハでは， 1631年から36年にかけての腐女狩り旋風で，二家族
に一人の緩牲者を出したと言われるほど多くの人々が焚き殺された時代で，これに
先立つ約 1世紀というもの，この村では一件の入歓も知らず，唯一件の死刑があっ
たに過ぎなかったのである。しかし，17世紀に入ってからは異端探索の巡回裁判制
度が敷かれ始めると，一寒村に過ぎなかったラインバッハもその例にもれず， 7人
の陪席判事の運営するラインバッハ法廷の様相も一変し，理性の灯も消えてしまう
と，涸なる法廷は賄賂の土廿禍にテロの炎が燎原の火のように燃え広がり始めたので
ある。
その頃，かの悪名高い異端審問官フラソツ ・ビュルマ‘ノがラインバッハtこ派造
されてくると眺女狩りの惨禍も一段と激しくなったため，ヘルマ‘ノ ・レーエルは市
長と一人の良識ある陪席判事と組んで，フラソツ・ビュルマソに対して批判的態度
を公にしたが世論一般の支持が得られなかったためその後の不幸な事態を予見した
彼は，ひそかに家族を連れてアムステルダムに亡命したのである。
1636年8月3日，ビュルマソはレーエルの残していった全財産を没収し競売に
付すると，一方レーエルの方もオラソダに亡命後ただちにオランダの市民権を得る
と，年来の願望であった法の呼厳を守るため，故郷の町や村に加えられた忌むべき
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裁判の真相を神に告白すべきであると考え，著作活動に力を入れるようになったの
である。レーエルの最も重要視したことは人間に対する法の尊厳という問題であっ
たため，特に異端審問の偽善性については声を大にして論じたのであるが，当時の
気風を考えると大変勇気のいる行動であったと言わなければならないだろう。
尚， レーエルの著作で強調された異端帝問批判の主限点は次の 3項によく表わ
されているのである。
第 1項 無実と判っていながら腐女裁判の法廷で審問され無実で処刑された事
実。
第 2項 被告（容疑者）は審理過程における拷問のため，すでに判決前に獄死す
る場合が多かった事。
第 3項 全ての被告は自白を強要され，もし虚偽の自白を拒否すれば，被告は絶
命するまで拷問の責苦に呻吟しなければならず，またかりに被告が魔女
裁判事隙から逃れるためには，多額の賄賂が必要とされた事。
以上のようにレーエルは，諸侯のもとにある各地方裁判所の記録文書から，綿
密な暗黒裁判史の裏面を扶り出し後世に残したのであるが，そのうちでも特に宗教
裁判所における異端審問官がいかに審問を押し進めていったかを明かにする一節が
残されているのである。
『背教者奴，腐女，歴の犬奴，汝の妖術がいかに多くの悪を振りまいたかを自
白するがよい。姪売婦奴，悪魔の情婦共，この歴ヒキガエル奴，神の名を唱え，共
犯者共の名を明かすがよい。
聖なる塩と聖水に習い，妖術の道に踏み入った経緯を審かにするのだ。また汝
はサバト（廣女たちの夜宴）で誰に逢ったか，知るかぎりの名を明かすならば，拷
問を控え，永遠の生も汝のものとなろうぞ』••••••以下略，がその一部である。
レーニJレはアムステルダムに亡命後，魔女裁判に関する危大な資料を記録収集
していたが， 1676年81歳で没するまではこの貴重な資料も 日の目を見ることがなか
ったのである。
何故ならば当時の社会情勢からみても，法王庁直系の教会体制ではこのような
記録を公にすれば，必ず報復されることは歴然としていたからである。
今日，魔女裁判に関する原記録もその大部分が失われてしまったが，レーエル
の残した資料には魔女裁判の実相を伝える贅重な記録が，挿画と共に窺い知ること
ができる唯一のものとなったのである。
現在く敬虔なる無実の者に加えられた卑しむべき告発による圧迫＞の版本はア
メリカのコーネル大学図粛館に所蔵されているのである。
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宗教裁判及び悪魔学史年表
年代 主要市項
B.C. <原始キリス ト教からカトリック教会への成長期＞
58~51 カエサルのガリア征服時代
27 ローマ帝政o
4 キリストの生誕と推定される時代。
A.D. 
98 タキトウス くゲルマニア >De Origine et situ Germanorum. を評わす。
193~ 284 ローマの武将皇帝時代に入る。
284 ディオクレティアス帝の専政政治が始まる。
306 コンスタンティン大帝の即位。
313 キリスト教が初めて公認される。
375 ゲルマン民族の大移動。その後東西に於けるローマ帝国の分割政治が始ま
る。
476 西ロ ーマ帝国の滅亡。
486 フランク王国の成立。ユスティニアヌス帝の即位。
568 ランゴバルド王国の成立。
590 グレゴリウスー1止教皇になる。
751 小ヒ°ピン，カロリング王朝を築＜。
800 カール大帝の裁冠。西ローマ帝国の再典o
く神聖ローマ帝国の体制に基づく皇帝教皇主義の発達期＞
843 ヴェルダン条約によりフランク王国の分裂。
936 オットーー1止の即位。
962 オット ー―・IJ:の戴冠。神聖ローマ帝同の成立。
987 フランスにカペ.....:王i抄lが成立する。
1066 ノルマンのイングランド征服。
1096 第一回，十字軍 (1096~1099), 教畠権の全盛。
1139 ラテラン公会謡に於て邪教及び異端者の処刑を承認する。
1147 第二回，十字甲 (1147~1149)
1189 第三回，十字軍 (1189~1192)
1204 5月，教王インノケンティウス 3世は南仏のアルビ派に対 し，十字軍の編
成を命ずる。
1208 アルビジョワ十字軍の活動（異端者狩り ） (1208~13) 
1215 ドミニックス修追会の成立。
1231 法王庁直轄の宗教裁判所が開設され，最初の異端審問がイタリアで開始さ
れる。
1233 南フランスのツールーズにも異端審問所が開設される。
1238 スペインのアラゴンにも異端稲問所が開設される。
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1244 3月，ヒ゜レーネ地方に在ったアルビ派の拠点モンセギュール城の陥落。
1258 インノケンティウス 4世は異端審問の過程内に拷問の採用を認可する。
1274 中椛最大の神学者トマス・アクイナス没。自著，＜スムマ・テオロジカ＞
（神学大全）を完成，このなかで “悪臆”を定義する。
1275 フランスのツールーズで邸女焚殺が始まる。
1299 マルコ ・ボーロ＜東方見間録＞
1307 フランスに於けるテンプル騎士団の裁判に引き続き，邸女裁判の審理過程
が醜しだされる。
1318 ダンテ く神仙＞
1320 教王ヨハネス 22世「大勅~-:」を以て，異端審問の対象に“妖術”審理も追
加する事を命ず。
1324 アイルランドで初めて脱女裁判が開かれる（アリス ・キッテラー事件）。
1338 百年戦争始まる。
1340 ョーロッパ全土に黒死病が流行，以後 9年間にヨーロッパ全人口の約 4分
の1に当たる 2,500万人が死亡したと言われる。
1350 ボッカチオくデカメロン＞
1376 ウイクリフのく教会改革論＞が提起される。
1378 教会分裂時代 (1378-41)対立教皇クレメンス 7祉よ り，ヨハネス22祉を
経て，ローマのマルティヌス 5世が統一法皇となるまで。
コソベルソス
1391 スペインに於てユダヤ人の大虐殺が行なわれる（改宗者の弾圧）。
1415 チェコで，7月6日ヤン ・フス（宗教改革者）が異端者として火刑に処さ
れる o
1420 フス戦争勃発。
スペインの宗教裁判所 ・初代長官トーマス ・トルケマダ就任。
1431 5月30日，フランスのルアンにてジャンヌ ・ダルクの処刑。
1440 ジル ・ド・レエの処刑。（対英戦争に白眉の武勲をたて元帥の称号まで受
けたが，後には激越な悪賊主義者となり，多数の幼児を虐殺したためナ
ントで火刑に処された）。
1445 (ドイツ）グーテンベルグにより鉛活字の活版印刷術が発明される。
1459 フランスのアラスで脱女裁判が開かれる。
1467 アルフォンスス ・デ ・スヒ゜ナく信仰の砦＞
1475 スペイン国家の統一。
ヨハネス ・ニーデル＜級塚＞
1481 スペイン国家の絶対主義下に，フェ ルナンド及びイザベラ女王の両カ トリ
ック王によって異端撲滅の制度を確立化させる。
1482 2月11日，ロ ーマ教皇はスペインのセビリヤに対 し， 7名から成る宗教裁
判官の就任を命ずる。
1484 インノケンティウス拙の大勅曹限くり なき憂廊を以て望む＞
1485 法王インノケンティウス 8世は “大勅害”を以て異端（炭術，妖術をも含
む）弾圧に乗り出す。ま たスペインに於ても， トマス ・ト ルケマダを長
とする宗教裁判が熾烈化する。
1486 シュプレンゲル ・クランメル共著＜脱女への鉄槌＞初版。
1489 ウルリッヒ ・モリトール＜腐女と予言者に就いて＞
1490 ペ トルス・マモール＜妖術への鞭＞
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ジロラモ ・ヴィスコンティ＞廣女たちに就いての小さな本＞
く近代国家への移行期＞
1498 イタリアのフィレンツェでサヴォナローラが火刑となる。
1500 シャムボリオン ・シャムヒ°エく呪術の完全な破壊に関する対話＞
1501 法ヨてアレクサンドル 61: も宗教裁判の対象に妖術を含めるよう大勅芯で布
告する。
1504 ジルヴェステル ・プリエリアスくシルヴェステル氏の綱要＞
1505 サムエル ・デ ・カッシニ＜訊問次第＞
1508 トリテミウス＜七つの第二原肉＞ ．＜災害の根絶について＞
1509 エラスムス＜愚神礼技＞
ウールリッヒ ・テングレルく信者の鋭＞
1510 アグリッパ ・フォン ・ネッテスハイム <I隠秘哲学＞
1512 ゥールリッヒ ・テングレルく新しい信者の鍛＞
1513 コリウス 3枇による妖術禁止の勅令。
1517 ヨハン ・ガイレル ・フォン ・カイゼルスベルグ＜蟻ども ＞
マルタン ・ダ＝ルルく超自然に就いて論ず＞
ドイツでマルチン ・ルターの「95カ条」が提示され， ドイツ領内の宗教改
革が本格化される。
1521 ペドロ ・シルヴェロ＜脱術信仰に就いての害＞
シルヴェス トル ・プリエリアス＜巫女の不思談考＞
1523 ジャンフランチェスコ ・ヒ° コ・デラ ・ミランドラ <J¥l;女たち＞
1524 ジャンフランチェスコ ・ヒ゜コ ・デラ ・ミランドラ ＜廊女に関する対話＞
1525 バルトロメオ ・スヒ°ナ＜邸女たちに就いて＞
1527 スペインのナバルで大規模な宗教裁判が行なわれる。
1528 スペインのビスケーでも宗教裁判が熾んとなる。
1536 パウルス ・グリランドゥスく異端者と占者達に就いて論ず＞
パラケルスス <Chirurgiamagna> (外科医術大全）
1539 ペドロ ・サンシェッツ ・シルヴェロく非難＞
ペドロ ・サンシェ，ッツ ・シルヴェロ＜迷信と妖術への非難＞
1540 ジェスイット会が公認される。
1542 法王庁に検邪迎省が設けられ，宗教裁判を監理する。
1544 ウルリッヒ ・モリトール＜脱女の神秘＞
1555 ノストラダムの韻文の予言書<Centuries>
1556 ペドロ ・サンシェッツ ・シルヴェロ＜迷信と妖術への非難の由＞
ビエトロ ・ポムパナッツィくまさに自然の所産たるもの＞
1558 アンドレアス ・アルキアトゥス＜法徘家の虚飾＞
1560 隈クロード法廷の裁判官アンリ ・ボケ＜妖術師論＞を公刊する。
1563 ヨハン ・ワイエルく悪脱の妄想に就いて＞
ジャンフランチェスコ ・ボンツイニビオく脱女論＞
1566 英同のケルムスフォード及びドーセットで艇女裁判が行なわれる。
ベルナルド ・デ ・コーモ＜脱女について＞
1571 フランスのアルザス地方に脱女狩りが波及。
1575 ウルリッヒ ・モリトール＜妖術と脱女について＞
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1576 フランス ，ロレーンの検事総長ニコラ ・レミ iま，ロレーン地方で大規模な
~ 91 脱女狩りを行なう。
1580 ジャン ・ボダンく悪邸憑きと妖術使いたち＞
1581 ニコラス ・ジャッキエ＜妖術と い う異端に対する殻竿＞
アムプロジオ ・デ ・ヴィニヤーッティ＜扱端論＞講義録n
1587 ドイツのトリエル地方に邸女狩り波及。
ニコラス ・エイメリコく異端審問の指針＞
1588 ディートリッヒ ・フラ ー ドIj;:件（著名な脱女裁判）
1589 ペーテル ・ビンスフェルト＜脱女と悪人たちの自白に就いて論ず＞
1590 ドイツのノルドリンゲンでレベッカ ・ラムプが虐殺される。その他スコッ
トランドの北ベルウイックでも脱女裁判が開かれる。
1592 ノールウェイにも狐女狩りが波及する。
コルネリゥス ・ルース＜妖術の虚偽と真尖＞
1595 ニコラス ・レミ <J.li:法考究＞，＜邸神娯拝＞。
イングラン I竺E・ジェームス 1祉＜邸神論＞。
イングランド（バー トン ・ボーイ）の腐女裁判。
スコットランド（アバディーン）の賊女裁判。
1599 マルチン ・アントワ ーヌ ・デル ・リオく脱術探究 ・全 6巻＞
1600 イタリアでジョ Jレオ ・ダーノ・ブルーノの火刑が行なわれる。
1602 アンリ ・ボケ ＜妖術使綸＞
1608 フランチェスコ ・マリア ・ガッツオく呪術大全＞
1609 フランスのバスク 地方に脱女狩 りが波及する。
1610 フランスのゴーフリディ事件（著名な脱女裁判）。
1611 マルチン ・アントワ ーヌ ・デル ・リオく脱術探究 ・全6巻＞仏訳版
1612 ピエール ・ド・ランクル＜堕天使と悪脱どもの変節の図＞
イングランドのノーサンプトン及ぴランカッシャ ーでも脱女狩りが熾烈 と
なる。
1613 イングランドのベットフォ ー ドにも脱女狩り波及。
1615 フランスのス トラスブールにも脱女狩り波及o
1616 ガリレオ，宗教裁判にて「地動説」を取り消す。
1619 アンリ ・ボケ没。
1620 イングランドのビルソン ・ボーイ事件（著名な腺女裁判）
1622 ピエール ・ド・ランクル＜呪阻という不信心と 背神行為の図＞
ペーテル ・ビンスフェルト＜妖術に関する党密＞
1623 スコットラン ド，パースの邸女裁判。
1627 ヒ°エール ・ド・ ランクル＜妖術＞
1628 ドイツのバンベルクで行なわれた廊女裁判（ヨハネス ・ユニウス事件）
1629 ペドロ ・サンシェッツ ・シルヴェロ＜迷信と妖術への非難＞
ドイツ，ヴュ）レツブルクの脱女裁判。
1630 ドイツ，アンバーの邸女裁判。この頃よりバンベルクの1批女狩りが最高潮
に達する。
スエーデンのドイツ領佼入。
ピエール ・ド・ランクルく不思蔽な狐法の奥義＞
1631 ドイツ ，ラインバッハの廊女裁判。市長リルツェンの火刑。
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1632 バンベルクの邸女裁判が終焉する。
1636 ラインバッノヽに第二次の腐女狩りが波及する。
1637 ドイツ，ァィヒシュタットの脱女裁判。
1645 イングランドのエバーシャムで行なわれたり6女裁判では，審問以前に刺し
試し（針刺 し）が行なわれたo 、C廣女狩りのエキスパート， マシュー ・
ホフ゜ キンズ）
1648 30年戦争が終わり ， ドイツ領内を荒し廻った脱女狩りもやや下火となって
くる。
1655 アゥグスブルグの宗教和談。
1665 アメ リカ ，ニューヨ ークの邸女裁判。
ロンドンで黒死病の流行 (7万人が死亡する）
1668 ロンドン王立学会員，ジョセフ ・グランヴィルく勝利のサドカイ教＞
フィンランドで以後10年間邸女裁判が猛威を振ぅ。
1669 ジョセフ ・グランヴィルく当代鉗魂滅亡論＞
パスカルくパンセ＞
1672 カトリーヌ ・デゼイ ・モンヴォワザン甜件 ('i}j;薬 • 妖術）
＜啓蒙思想期＞
1676 ドイツ，ヘルマン ・レーヘルが脱女裁判に関する比判］杯を公刊する。＜敬
虔なる無実の者に加えられた卑しむべき告発による圧迫＞
1680 モンヴォワザンの火刑 (2月22R)
1682 英国，エクゼターの脱女裁判。
ルイ 141せによる呪阻並に茄薬を含む全ての妖術を厳禁する勅令が出された
ため，フランスに於ける服女裁判は事実上終焉したo
1688 モンテーニュ＜随想録＞
1692 アメリカのニュー ・イングランド，セーレムで脱女裁判が開かれる。
1693 ロンドン王立学会員コトン ・メーザく目に見えぬ批界の燈異＞
1698 ナントの勅令
1700 Iレドヴィゴ ・マリア ・シニストラ ーリ（悪脱憑き）
1703 イギリス ，スチァ ー ト朝の成立。
1704 スコットランドのヒ° ッテンウイ ームで脱女裁判が開かれる。
1712 イングランドで最後の脱女裁判が行なわれる。
1714 セルバンテスくドンキ ・ホーテ＞
1722 スコットランドで最後の脱女裁判が行なわれる。
1724 スイフトフ く ドレビア；1灯稲i>
1737 . デカルトく方法叙説＞
1745 フランスの最後の脱女裁判。
1749 ドイツ，ヴュルツブルクで修道尼，マリア ・レナ ータが邸女と して火刑に
処される。
1757 ドイツ，ケルンの大司教が「拷問と処刑」の料金表を布告する。
1767 ミルトンく失楽園＞
1775 ドイツ，アンナ ・マリア ・シュワーゲルの火刑。
1781 ドイツで最後の異端処刑が行なわれる。またフランスに於ても，一時ナボ
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レオンの支配下に脱女裁判が中止される。その他スペインも同様。
1790 ロックく人料J悟性論＞
1791 イタリアで最後の炭女裁判が行なわれる。
1793 ボーランド最後の奥女裁判が行なわれる。
1834 本質的に最後の脱女裁判が終焉する。
宗教裁判が最も熾烈を極めた時代
第一期 ・ 1590~1610 （中世社会の崩壊期）宗教改革に続くルネッサンスは市民
第二翡J• 1625~ 1635 階級の採頭を促し，社会組織も近代的国家への性質を
第三期 ・ 1660• 1680 幣びてくる。
上記，数世紀にわたる異端審問及びIf¢女裁判で葬り去られた徐牲者は (30万人
~900 万人）と各説の推定がなされているが，この数字を誕付ける資料も現在では
その大部分が失われてしまったため，単に臆測するしかないのである。
参考文献
ジャン ・パルー「妖術」（久野昭訳） 文廊クセジュ(248) 白水社 昭和33,40 
カート ・セリグマン「廣法ーその歴史と正体」（平田党訳） -rl!: 界教養全集(20)
平凡社昭和37
ジュール ・ミシュレ「脱女」（篠田浩一郎訳） 古典文Ji.lI(l)上 (12)下 現代思
湖社昭和42
ペネスロ ーン・ヒューズ「呪術―ー脱女と異端の歴史」（早乙女忠訳） 筑摩叢芯
(128) 筑摩む房 昭和43
A. J. ロニー 「呪術」（吉田禎吾訳） 文庫クセジュ (214) 白水社 昭和44
クル ト・ バッシュビッツ「脱女と邸女裁判 ： 集団妄想の歴史」 （川端盟彦 • 坂井
洲二〔訳〕） りぶらりあ選害 法政大学出版局 昭和45
森品恒雄「腐女狩り」岩波新害 昭和45
レ・メア「妖術」（馬淵東ー ・嘉田村正〔訳〕） 平凡社 昭和45
坂井洲二「ヨーロッパの憑きもの信仰一廊女と魔女裁判ーその過去と現在，関西
医科大学教姿部紀要，第 2号，1-48頁 昭和43 〔論文〕
トマス ・アクィナス「神学大全」， 第一部 1-8冊 創文社 昭和35-37
翡山一彦「ジャンヌ ・ダルクの裁判に就いて ：処刑訴訟に現われた裁判官の態
炭」，西洋史学，第 4 号， 64頁~104頁 昭和24 〔論文〕
森品恒雄「I.)[ 女」 ， 工学院大学研究論叢，第 3 号， 209頁~241頁 昭和39 〔論文〕
カトリック大辞典，上智大学編媒独・逸ヘルデル芯陣共編，全 5冊，冨山房 昭
和35
キリス ト教大事典，日本基普教協厳会文苦事業部・キリスト教大事典編集委員会
編，教文館昭和38
- 41 -
図説憔界文化史大系， ヨーロッパ'・Iこ，皿（弟 7巻）， ヨーロッパ近枇（第 9巻） 角
川害店 昭和34
枇界歴史事典，全2511 平凡社 昭和26~30
J. G. ロックハー ト著，ウォルター・スコット編「魔術と悪魔学」. ]. G. Lockhart 
ESQ. Ser Walter Socott. Bart: Demonology and Witchraft. London. 
1830 
w. メインホールド著「アンバーの邸女」， W. Meinhold : Amber Witch. 
London. 1844 
ヘンリー・チャールス・リー著「ス ペインに於ける宗教裁 判の歴史」. Henry, 
Charles, Lea: A History of the Inquisition of Spain<l906~ 1922>, 
London 1906~ 1922. 4 Vol. 
コールトン・ジョージ ・ゴルドン著「審問と自由」， Inquisition and Liberty. 
London 1938 
G. L. プル著「脱術の実例」. G. L. Burr: Narratives of the witchcraft Cases. 
New york. 1959 
G. B. ガードナ著「今日の妖術」. G. B. Gardiner: witchcraft Tody. London. 
1954 
モンタギュー ・サマーズ著「脱教と悪戚学の歴史」. Summers, Montague: The 
History of Witchcraft and Demonology. 2 ed. University Books, New-
york. 1956 
モンダギュー・サマーズ著「妖術の地誌」.Summers, Montague : The Geogra・
phy of Witchcraft. University Books. Evanston. 1958 
ロッセル・ホープ・ロビンス「脱女と悪脱学の百科事典」.Rossell. Hope Robbins: 
The Encyclopedia of Witchcraft and Demonology. New york. 1959 
ゲJレハルト・ツァハリヤス「悪腐学と累弥撤一宗教学的現象論」.Zacharias. 
Gerhard : Satanskult und Schwarze Messe ; Ein Beitrag zur Ph註nome・
nologie der Religion. Wiesbaden. 1964 
ジョ lレジュ・バタイユ著「ジル・ド ・レエ裁判」.Bataille Georges : Proces de 
Gilles de Rais. Intorod de pauvert. 1965 
その他の文献
く悪魔の性愛学>RolandVilleneuve: Satan et !'Amour depuis la genese 
de I'erotisme diabolique Jusqu'a ses manifestations clans Jes Art Con-
temporains. (Biblotheqe Internationale Derotologie. VOLX) paris 
く初期キリスト教会における政治並びに宗教的圧迫の歴史>Garrido, Fernando 
and Cayley, C. B. History of Political and Relious Persecutions: from 
the Earliest days of the Christian Church. AV. London. nd. 
く宗教裁判史>Liovenle,Juan Antonio and Gullols, L. Geschichte der In-
quisition. D. Lpz. 1823 
く性愛学百科事典>M.E. E. Lexikon. Modene Enzyklopadie der Erotik 
Sexologia Lexikon. Vol. 2. Vol. I (A~ L) Vol. I ( M~ Z), 1963 
- 42 -
